
岩手県宮古市で水揚げされたサンマの振る舞い（10月22日・23日「秋の稔りフェア」）
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昭
和
40
年
か
ら
旧
西
仙
北
町
の
佐
藤
賢
治

氏
に
師
事
。
木
造
建
築
に
お
け
る
日
本
古
来

の
工
法
で
あ
る
在
来
工
法
の
技
術
を
習
得

し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
技
能
の
研
鑽
に
励
ん

だ
。
平
成
21
年
に
刈
和
野
で
大
一
建
業
を
設

立
し
、
代
表
と
し
て
現
在
に
至
る
。

　

現
場
で
は
綿
密
な
計
画
に
よ
る
作
業
と
厳

し
い
管
理
を
常
に
行
い
、
大
沢
郷
小
学
校
な

ら
び
に
双
葉
小
学
校
の
校
舎
建
築
工
事
で
は

現
場
の
職
長
棟
梁
と
し
て
長
年
の
経
験
に

よ
っ
て
培
わ
れ
た
卓
越
し
た
技
能
を
発
揮

し
、
業
界
内
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
平

成
元
年
に
は
西
仙
北
高
等
学
校
の
建
築
に
も

携
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
建
築
大
工
見
習
い
工
を
６
人
育

成
し
、
技
能
後
継
者
を
業
界
に
送
り
出
し
て

い
る
ほ
か
、
長
年
に
わ
た
っ
て
豊
富
な
知
識

を
建
設
技
能
組
合
員
に
継
承
。
市
内
の
技
能

向
上
と
業
界
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

現
在
は
大
仙
市
西
仙
北
建
設
技
能
組
合
理

事
を
務
め
て
い
る
。

　

昭
和
40
年
か
ら
家
業
の
管
工
事
業
に
携
わ

り
、父
、永
吉
氏
の
下
で
技
術
を
習
得
す
る
。

現
在
は
、
相
良
ポ
ン
プ
店
代
表
と
し
て
一
般

家
庭
の
配
管
か
ら
公
共
施
設
の
修
理
ま
で
、

数
多
く
の
施
工
に
あ
た
り
活
躍
し
て
い
る
。

　

46
年
の
経
験
を
有
し
、
綿
密
な
施
工
計
画

と
厳
し
い
現
場
管
理
に
基
づ
く
施
工
手
腕
は
、

管
工
事
業
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

配
管
の
際
の
ネ
ジ
加
工
や
銅
管
溶
接
、
塩

化
ビ
ニ
ー
ル
管
加
工
な
ど
に
お
い
て
高
度
な

技
術
を
身
に
付
け
て
お
り
、
技
術
に
裏
付
け

さ
れ
た
丁
寧
な
仕
事
が
施
工
の
仕
上
が
り
に

現
れ
て
い
る
。

　

自
店
に
お
い
て
８
人
の
技
能
工
を
育
て
上

げ
る
な
ど
、
技
能
技
術
の
向
上
や
施
工
時
の

安
全
性
を
重
視
さ
せ
る
指
導
を
通
じ
て
後
進

の
育
成
に
尽
力
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、大
仙
美
郷
管
工
事
組
合
理
事
、大

曲
仙
北
ボ
ー
リ
ン
グ
業
協
会
副
会
長
、
神
岡

建
設
技
能
組
合
理
事
を
務
め
て
い
る
。

建築大工

平
成
23
年
度
大
仙
市
技
能
功
労
者

栄
え
あ
る
受
賞
者
に
５
氏

手
に
職
を
持
ち
、
長
年
精
進
さ
れ
た
技
能
者
の
方
々
を

た
た
え
よ
う
と
始
め
た
技
能
功
労
者
表
彰
。

今
年
度
は
次
の
５
人
の
方
々
に
決
定
し
ま
し
た
。

関
係
団
体
等
か
ら
推
薦
さ
れ
た
方
々
に
つ
い
て
、

９
月
26
日
の
選
考
委
員
会
（
会
長
／
佐
藤
賢
治
大
曲
仙
北
職
業
訓
練
協
会
会
長
）

を
経
て
、
受
賞
者
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
と
祝
賀
会
は
11
月
25
日（
金
）午
後
２
時
か
ら

大
曲
エ
ン
パ
イ
ヤ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

管 工 事

相
さ が

 良
ら

 永
え い

 一
い ち

 氏
北楢岡字北楢岡 86番地

（昭和 21 年８月２日生：65歳）

大
お お

 嶋
し ま

 一
か ず

 寛
ひ ろ

 氏
刈和野字上ノ台荒屋敷 121 番地 19
（昭和24年11月17日生：61歳）
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昭
和
47
年
に
有
限
会
社
佐
々
孝
自
動
車
整

備
工
場
に
入
社
し
、
昭
和
51
年
に
独
立
し
四

ツ
屋
ボ
デ
ー
工
場
を
経
営
、
平
成
４
年
に
は

有
限
会
社
ヨ
ツ
ヤ
ボ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
組
織

変
更
し
、
代
表
取
締
役
と
し
て
現
在
に
至
る
。

　

自
動
車
鈑
金
塗
装
に
携
わ
り
39
年
の
経
験

を
有
し
、
１
㍉
未
満
の
単
位
で
調
整
が
必
要

と
な
る
フ
レ
ー
ム
修
正
な
ど
の
高
度
な
技
術

と
、
塗
装
を
含
め
た
仕
上
が
り
の
完
成
度
に

は
定
評
が
あ
り
、
個
人
や
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
問

わ
ず
広
く
信
頼
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
５
年
に
は
、
優
良
整
備
士
と
し
て
日

本
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合
連
合
会
会
長

表
彰
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
数
人
の
社
員
に
車
体
整
備
士
の

資
格
を
取
得
さ
せ
て
い
る
ほ
か
、
社
団
法
人

秋
田
県
自
動
車
整
備
振
興
会
技
術
講
習
所
の

講
師
と
し
て
国
家
資
格
検
定
合
格
者
の
輩
出

に
尽
力
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
秋
田
県
自
動
車
車
体
整
備
協
同

組
合
理
事
、
同
組
合
大
曲
副
支
部
長
を
務
め

て
い
る
。

　

昭
和
46
年
に
株
式
会
社
む
つ
み
造
園
に
入

社
し
、
昭
和
50
年
に
国
土
建
設
学
院
に
て
公

園
事
業
全
般
に
つ
い
て
学
ん
だ
の
ち
再
度
同

社
に
勤
務
。
個
人
住
宅
の
庭
園
の
ほ
か
、
太

田
農
村
公
園
や
大
森
公
園
な
ど
の
造
園
工
事

に
携
わ
り
技
能
の
研
鑽
に
励
ん
だ
の
ち
、
昭

和
56
年
に
独
立
し
、
有
限
会
社
延
州
緑
化
を

設
立
。
代
表
取
締
役
と
し
て
現
在
に
至
る
。

　

大
曲
駅
前
広
場
植
栽
工
事
や
川
港
親
水
公

園
整
備
工
事
な
ど
公
共
公
園
事
業
を
手
が
け
、

巧
み
な
造
園
技
術
や
土
壌
の
改
善
ま
で
徹
底

し
た
植
栽
・
植
物
管
理
、
工
期
と
植
栽
の
適

期
を
見
極
め
た
木
の
特
性
に
合
わ
せ
た
施
工

管
理
は
、
業
界
内
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
自
社
に
お
い
て
１
級
造
園
技
能

士
を
３
人
育
成
し
て
い
る
ほ
か
、
秋
田
県
職

業
能
力
開
発
協
会
の
資
格
検
定
員
を
長
期
に

わ
た
っ
て
務
め
、
平
成
14
年
に
は
協
会
表
彰

を
受
賞
す
る
な
ど
、
技
能
向
上
と
業
界
発
展

に
寄
与
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
大
曲
仙
北
造
園
協
会
の
副
会
長

を
務
め
て
い
る
。

　

昭
和
42
年
か
ら
家
業
で
あ
る
畳
製
造
業
に

携
わ
り
、
父
、
鐡
雄
氏
の
下
で
技
術
を
習
得

し
、
44
年
に
わ
た
る
畳
一
筋
の
職
人
で
あ
る
。

　

板
入
れ
畳
や
拝は
い

敷し
き

な
ど
に
つ
い
て
優
秀
な

技
を
持
ち
、
特
に
拝
敷
の
四
隅
の
接
合
部
分

に
見
ら
れ
る
紋
の
形
成
に
お
い
て
、
そ
の
仕

上
が
り
の
美
し
さ
に
は
精
巧
な
技
術
が
発
揮

さ
れ
て
い
る
。

　

東
北
畳
業
連
合
会
に
よ
る
第
10
回
東
北
技

能
競
技
大
会
（
昭
和
51
年
）、
同
第
11
回
大
会

（
翌
年
）
で
入
賞
を
果
た
し
、
昭
和
52
年
の
一

級
技
能
検
定
試
験
で
は
秋
田
県
知
事
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。

　

子
息
と
と
も
に
畳
業
を
営
み
な
が
ら
技
能

を
継
承
し
て
い
る
ほ
か
、
大
曲
仙
北
畳
業
組

合
の
技
能
講
習
会
で
指
導
に
あ
た
る
な
ど
、

後
継
者
育
成
お
よ
び
業
界
発
展
に
尽
力
し
て

い
る
。

　

現
在
は
、
大
曲
仙
北
畳
業
組
合
長
、
秋
田

県
畳
商
工
組
合
理
事
、
大
曲
仙
北
職
業
訓
練

協
会
理
事
、
南
外
建
設
技
能
組
合
幹
事
を
務

め
て
い
る
。

表
彰
式
は
11
月
25
日（
金
）午
後
２
時
か
ら
大
曲
エ
ン
パ
イ
ヤ
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
す
。

自動車車体整備造園工事 畳 製 造

佐
さ

 藤
と う

 柳
りゅう

太
た

郎
ろ う

 氏
南外字金屋 88番地

（昭和24年11月23日生：61歳）

髙
た か

 橋
は し

 敏
と し

 雄
お

 氏
大曲須和町一丁目６番 59号

（昭和28年２月 28日生：58歳）

田
た

 味
み

 延
の ぶ

 宏
ひ ろ

 氏
藤木字大保 99番地２

（昭和28年５月 12日生：58歳）
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家庭でできるエコ活動に取り組む「子ど
もエコチャレンジ」と「環境家族宣言」。
今年は 6,904 人が参加し、4,342kg の二
酸化炭素（CO₂）と 7,175kW の電力を削
減できました。
地球温暖化や電力不足を防ぐには、私た
ち一人一人が問題意識を持って行動する
ことが大切。
できることは身近にあります。
踏み出す一歩が地球にとって大きな一歩
になります。

【問い合わせ】環境交通安全課
 ☎ 0187-63–1111 内線 277

子どもエコチャレンジ
環境家族宣言

家庭でできる
温暖化防止

　
「
子
ど
も
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
は
「
身

近
な
暮
ら
し
」と「
環
境
」と
の
関
わ
り

を
学
び
、
環
境
を
守
る
た
め
に
自
ら
考

え
る
力
を
は
ぐ
く
む
、
子
ど
も
向
け
の

環
境
家
計
簿
で
す
。

　
子
ど
も
と
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
家

族
が
一
緒
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
環
境

に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
ず
は「
電
気
」「
水
」「
ご
み
」の
３

つ
の
テ
ー
マ
か
ら
実
施
す
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
選
択
。次
に
普
段
の
生
活
を
１
週

間
か
け
て
点
検
し
た
後
、次
の
１
週
間
で

ど
れ
だ
け
省
エ
ネ
で
き
た
か
を
調
べ
ま

す
。対
象
は
市
内
の
全
26
小
学
校
の
４

年
生
で
、夏
休
み
中
に
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

○
東
日
本
大
震
災
で
節
電
・
節
約
意
識

が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、
自
然
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
１
週
間
分
の
ご
み
の
量
を
初
め
て
測

定
し
、そ
の
量
に
驚
き
ま
し
た
。今
後

も
、
少
し
で
も
ご
み
を
減
量
で
き
る

よ
う
に
心
掛
け
た
い
で
す
。

　
環
境
家
族
宣
言
は
、
環
境
へ
の
負
荷

を
減
ら
す
た
め
の
仕
組
み
で
あ
る
国
際

的
な
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
（
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）」

を
応
用
し
た
も
の
で
す
。

　
項
目
は
、
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み

の
中
で
も「
電
気
」や「
ご
み
」な
ど
身
近

な
こ
と
。各
家
庭
で
無
理
な
く
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
対
象
は
市
内
在
住
、
ま
た
は
通
勤
し

て
い
る
一
般
世
帯
の
方
々
と
市
内
の
中

学
生
世
帯
。一
般
世
帯
は
８
月
の
１
カ

月
間
、
中
学
生
世
帯
は
夏
休
み
期
間
の

う
ち
の
１
週
間
実
施
し
ま
し
た
。

子
ど
も
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ

小
学
４
年
生
が
エ
コ
を
実
践

【一般世帯】
参加世帯／45世帯
参加人数／147人
電気節約量／
   1,094kW
二酸化炭素削減量／
   646㎏

【中学生世帯】
参加世帯／1,620世帯
参加人数／5,989人
電気節約量／
       4,700kW
二酸化炭素削減量／
  　  3,537㎏

電気

家庭での目標「15％節電」を上
回る約 19％の節電を達成
21 校・436 人が取り組みました。

取り組み
１ 水

１杯 300㍑のバスタブで年間
約11,819杯の水を節約
11 校・136 人の取り組みで、水の
使用量を 68,187㍑減らしました。
■二酸化炭素削減量／約 25㎏

取り組み
２ ごみ

燃やせるごみ袋（大１袋4.5㎏換算）
で年間約 4,564 袋分のごみ
を削減
12 校・196 人の取り組みで燃や
せるごみを 395㎏減らしました。
■二酸化炭素削減量／約 134㎏

取り組み
３

子どもといっしょにはじめよう！ 

子ども用ガイドブック 

 

2011 
子ども 

エコチャレンジ 

今、地球がピンチです。 

 

Save the earth 
 

子どもエコチャレンジ
環境家族宣言

家庭でできる
温暖化防止

環
境
家
族
宣
言

家
庭
で
で
き
る
エ
コ
活
動

※学校によって複数の取り組みを行っているため、参加者は延べ人数です。
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三 小山納豆店 大曲納豆の詰め合わせ

写真右から宮城県産「タンレイ」使用のひきわり
納豆、同県産「すずほのか」使用のつぶ納豆、十勝
産「秋田」を使用した黒目つぶ納豆
工場での直接販売のほか、スーパーマーケット
よねや富士見町店、道の駅雁の里せんなんで販売

11 月 30 日（消印有効）

大正時代創業の老舗　手作りによる昔懐かしの味　黒目大豆の納豆を限定販売

大正時代に創業した小山納豆店の納豆詰め合わせ（ひきわり４パック、つぶ、
黒目つぶ各３パック・1,380円）を５人の方にプレゼントします。

　四代続く老舗が作る大曲納豆は、国産大豆を100％使用し、炭火加熱による
手作りの逸品。昔ながらにこだわっています。
　黒目つぶ納豆（180円）は、工場店舗だけでの限定販売。120円のひきわり納
豆やつぶ納豆に比べ若干高めの価格設定ですが、北海道十勝産の「秋田」とい
う黒目大豆の品種を使用。皮地がクリーム色で芽の部分が黒い黒目大豆はイ
ソフラボンが豊富で、しっかりした豆の甘さやうま味が楽しめます。
　パッケージには大曲の花火をあしらい、一つ一つ丁寧に仕上げた納豆。昔
懐かしい味をぜひご賞味ください。
     【問い合わせ】小山納豆店
     花館中町 3-6  ☎ 0187-63-0665

□

平成 23 年度大仙市技能功労者
栄えある受賞者に５氏

002

消費生活相談室からのお知らせ
だまされないぞ〝悪質商法〟

014

第 4 回大仙農業元気賞
農業の未来を照らす若きリーダー

018

野球に燃える親父たちの甲子園
フォトスケッチ／全県 500 歳野球大会

032

子どもエコチャレンジ環境家族宣言
家庭でできる温暖化防止

004

男女共同参画に関する
写真・一行詩コンクール

016

市役所からのお知らせ
中山間農地引き受け手確保事業補助金
若年未就職者就職支援講座
雪下ろし技能講習会

「がんばる集落」活性化支援事業
法隆寺金堂壁画模写特別展覧会
遮光器土偶特別展示会

010

力合わせて目標達成
夏の節電、ピーク時比較で 17.2％節電
雪国の節電の正念場は〝冬〟

006

市の動き
秋のリフレッシュ招待事業
　「東日本大震災被災地の方々を招待」
災害時福祉避難所の協定調印式
　「福祉避難所設置で官民連携」
市内の秋まつりや芸術文化祭
　「彩り豊か、各地域の秋まつり」

008
健康の達人
仙北組合総合病院整形外科／後藤伸一 医師

「腰
よう

部
ぶ

脊
せき

柱
ちゅう

間
かん

狭
きょう

窄
さく

症
しょう

について」

024

健康通信
高齢者インフルエンザ予防接種
だいせんたまごのお部屋、こんにちは赤ちゃん訪問

025

いきいき広場
認知症を地域で支えよう
介護保険事務所からのお知らせ

027

10月22、23日に行われた秋の稔りフェア。震災支援の
お礼に、宮古市がサンマ1,000匹を振る舞い、来場者各
自が炭火で焼き、捕れたての秋の味覚を楽しみました。

発行号、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号と必ず
4 4

広報紙の
感想などを記入の上、プレゼント係までお送りください。
応募者多数の場合は抽選を行います。当選者の発表は商品の発送
をもって代えさせていただきます。

〒 014−8601（住所不要）だいせん日和プレゼント係
ファクス ／  0187−63−1119
Ｅメール ／  kouhou@city.daisen.akita.jp
※Ｅメールの場合は件名に「読者プレゼント」と記入ください。

応 募 方 法 あ て 先

レプ ゼ トン
読者

— お便り送って商品ゲット —
締め切り日

【今号の表紙】

平成 23 年 11 月号   第 158 号
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市
民
・
事
業
者
・
市
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
夏
の
節
電

　まずは１日、節電について考え普段の暮らし
を見直す「大仙市節電アクション」。
　一般世帯の方のほか、市内の全ての高校の生
徒が参加。「こまめにコンセントを抜く」「ゲーム
の時間を一時間へらす」などの10項目から、その
日の節電の行動をチェックしていただきました。
　合計で1,659世帯、5,788人が参加。1,381kW
電気を節約できました。たくさんの参加、あり
がとうございました。

◆節電結果／
【高校生】
参加世帯／ 1,498 世帯
参加人数／ 5,287 人
電気節約量／ 1,231kW

【一般】
参加世帯／ 161 世帯
参加人数／ 501 人
電気節約量／ 150kW

ピーク時点を比較し17.2％削減
取り組み期間全体の節電結果

市内の全ての高校の生徒が参加
大仙市節電アクション

力
を
合
わ
せ
て
目
標
達
成

６
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
取
り
組
み
期
間
全
体
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
仙
市
全
体
で
の
今
年
と
昨
年
の
ピ
ー
ク
時
点
の
電
気
使
用
量
を
比
較
し
て
、

17
・
２
％
削
減
を
達
成
目
標
の
15
％
節
電
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※数値は東北電力（株）大曲営業所提供の大仙市内の変電所のデータ
 （仙北市・美郷町の一部を含む）

グラフ／取り組み期間各月のピーク時点の電気使用量

昨年のピーク時点／８月10日午後３時（33.7℃）

表／各月のピーク時点の日時と気温
６月 ７月 ８月 ９月

日時 20 日
午後２時

19 日
午後２時

８日
午後３時

15日
午後３時

気温 29.7℃ 32.6℃ 33.3℃ 30.5℃

　取り組み期間中、８月に電気使用量のピークを記録。昨年の
ピーク時点の電気使用量との比較で17.2％削減しました。

※削減率は、昨年と今年のピーク時点の電気使用量の差を、昨年のピ
ーク時点の電気使用量で割ったもの

㆘17.2 %
削減

5,000

4,000

0

6,000

7,000

単位／
アンペア

６月 ７月 ８月 ９月

4,684

5,814 5,965

5,148

7,206昨年のピーク時点の電気使用量 ▶
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暑かった「節電の夏」 乗り切って安心していませんか

節電の取り組みで、計画停電を回避することができた今年の夏。
東北電力管内の電力需給バランスは改善しつつありますが、
依然として厳しい状況が続いていることに変わりはありません。
暖房が欠かせない雪国では冬季も電力需要が高く、冬は節電の正念場です。
節電は私たちが被災地復興支援として取り組める行動の一つ。
引き続き節電に取り組みましょう。
家庭で取り組める節電対策メニューを今後の広報紙等でお知らせします。

雪国の節電の正念場〝冬〟

家庭でできる取り組みの例

無駄な暖房を省く
○外出30分前に暖房を止めるなど、使用時間をで

きるだけ短くする
○重ね着やひざ掛けを使うなど暖房に頼らない

服装をする
○家族一緒の部屋で過ごす時間を増やす
○こたつやホットカーペットなど部分暖房を活用する

室内の熱を逃さない工夫を
○部屋のドアやふすまを閉めて、暖めなければな

らない空間を小さくする
○床にカーペットや断熱シートを敷く
○窓に空気層のある断熱シートを貼る

エアコンの設定温度を控えめに

賢く使って無理なく節電
冬の節電の鍵を握る「暖房」

　これから寒い日が多くなり、暖房を使う機会が増え
てきます。雪国の暮らしになくてはならない暖房機具
ですが、使い方には注意が必要です。少しの心掛けと
工夫で無理のない節電に取り組みましょう。

　電力需要は冷暖房機器の使用により夏と冬に高く
なる傾向があります。秋田県では、平成20年度・21年
度の電力量のピークを冬に記録。雪国では冬も節電
に取り組む必要があることが分かります。

秋田県の年間の最大電力量
平成20年度・21年度は冬にピーク

　冬は暖房需要と合わせて、日照時間が短くなるた
め、朝と夕方に電気使用量のピークを迎えます。その
ため、消費電力の多い電気製品はできるだけ朝と夕
方以降を避けて使う必要があります。

１日のうちの電気使用量のピーク
朝と夕方以降に要注意

暖房機具の中でも特
に電気使用量が多い
エアコン。無理のない
範囲で設定温度を下
げましょう。

グラフ／冬季の１日の電気使用量の推移

９時 15時12時 18時

午前９時ころと午後６時ころに電気使用量
のピークを迎える冬の電力事情

表／秋田県内の年度別の電力量ピーク日と電力量

ピーク日 電力量
平成 19 年度 ８月３日 143.7 kW

20 年度 １月 15 日 127.9 kW
21 年度 １月 14 日 129.6 kW
22 年度 ９月２日 141.7 kW
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市の動き　

秋
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
招
待
事
業

災
害
時
福
祉
避
難
所
の
協
定
調
印
式

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
方
々
を
市
へ
招
待

復
興
に
向
け
、明
日
へ
の
元
気
を

17
施
設
で
１
２
０
０
人
の
受
け
入
れ
が
可
能
に

福
祉
避
難
所
設
置
で
連
携

Invite  the  refresh

Welfare  shelter

避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
被
災
者
の

方
々
に
、
心
と
体
を
少
し
で
も
癒

し
て
も
ら
い
た
い
。復
興
に
向
け
、明
日
へ

の
元
気
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
―
。

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

岩
手
県
宮
古
市
、
大
槌
町
、
大
船
渡
市
、
陸

前
高
田
市
の
方
々
を
招
待
す
る「
秋
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
招
待
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
泊
２
日
と
２
泊
３
日
の
２
コ
ー
ス

で
、
10
月
15
日
か
ら
11
月
７
日
ま
で
の
毎

週
末
、４
回
実
施
。被
災
者
の
方
々
に
は
、

市
内
の
温
泉
宿
泊
施
設
に
泊
ま
っ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
酒
蔵
や
旧
池
田
氏
庭
園
を

見
学
。ま
た
、
大
川
西
根
小
学
校
で
は
、
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
、
仙
北
市
の

「
安
藤
兄
弟
」の
和
太
鼓
と
笛
の
演
奏
を

聞
き
、
夜
に
は
花
火
の
ま
ち
大
仙
市
な
ら

で
は
の「
招
待
記
念
花
火
」な
ど
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
衣
類
や
毛
布
な
ど
の
生
活

物
資
を
提
供
す
る
無
料
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、マ
ッ
サ
ー
ジ
や
理
容
・
美
容
の
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
一
人
は「
こ
の
よ
う
な
企
画
に

と
て
も
感
激
し
た
し
、
元
気
に
な
れ
た
。こ

れ
を
糧
に
、
復
興
に
向
け
て
気
持
ち
を
新

た
に
頑
張
り
た
い
」
と
満
面
の
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

（写真上）たくさんの笑顔に包まれた
大川西根小学校でのコンサート
和太鼓と笛の演奏に合わせながら、
招待者も踊りに参加するなど、楽し
いひとときを過ごした

（写真左）招待記念花火
花火のまちならではの催し。秋の夜空
を彩る花火が招待者に感動を与えた

災
害
時
の
慣
れ
な
い
避
難
所
生
活
に

お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
障
が

生
じ
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
災
害

へ
の
対
応
力
が
弱
い
高
齢
者
や
障
が
い
者

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
災
害
時
要
援
護
者
と
い

わ
れ
る
人
た
ち
に
対
し
て
は
、
安
全
な
避

難
生
活
が
送
れ
る
よ
う
状
況
に
応
じ
た
支

援
が
必
要
で
す
。

　
市
は
９
月
30
日
、
災
害
時
の
福
祉
避
難
所

設
置
に
関
す
る
協
定
を
、
市
内
社
会
福
祉
法

人
な
ど
９
団
体
と
締
結
。社
会
福
祉
法
人
な

ど
が
運
営
す
る
老
人
福
祉
施
設
等
は
高
齢
者

や
障
が
い
者
向
け
の「
福
祉
避
難
所
」に
指
定

さ
れ
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
は
特
別
な
支
援
を
必

要
と
す
る
方
々
の
安
全
確
保
の
た
め
に
利
用

さ
れ
ま
す
。

　
締
結
先
は
県
南
ふ
く
し
会
、柏
仁
会
、ウ
ォ

ー
ム
ハ
ー
ト
、あ
け
と
お
り
会
、大
仙
ふ
く
し

会
の
５
社
会
福
祉
法
人
と
あ
け
ぼ
の
会
、
慧

眞
会
の
２
医
療
法
人
、
大
仙
美
郷
介
護
福
祉

組
合
、大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
。市
と

９
団
体
の
17
施
設
で
計
１
２
０
０
人
の
受
け

入
れ
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
10
月
末
現
在
、
市
の
指
定
屋
内
避
難
所
は

学
校
施
設
や
集
落
施
設
、
公
共
施
設
な
ど

１
４
３
カ
所
。医
療
の
必
要
な
人
は
医
療
機

関
へ
、介
護
が
必
要
な
人
は
介
護
施
設
へ
、そ

し
て
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
人
は
福
祉

避
難
所
へ
入
所
す
る
な
ど
、
市
と
団
体
が
連

携
し
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
目
指
し
ま
す
。

市と５社会福祉法人、２医療法人、２特別地方公共団
体が協定調印
協定を結ぶことで▷要援護者が避難生活に安心感が
持てる▷施設の準備体制が整えられる▷運用する際
のスムーズな対応ができる―などが期待
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Municipal Government
Pick Up Info.

□ Information □ Events □ City  planning □  Support✓ ✓✓ ✓□ Agreement

秋
ま
つ
り
や
芸
術
文
化
祭
を
開
催

秋
の
稔
り
に
感
謝

彩
り
豊
か
、各
地
域
の
秋
ま
つ
り

稔
り
の
秋
。市
内
各
地
域
で
秋
ま
つ
り

が
開
催
。地
元
の
旬
な
農
産
物
や
加

工
品
・
特
産
品
の
販
売
、
各
種
芸
能
発
表
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
で
訪
れ
た
人
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　

10
月
22
、
23
日
に
行
わ
れ
た
秋
の
稔
り
フ

ェ
ア
で
は
、
岩
手
県
宮
古
市
か
ら
同
市
の
職

員
と
同
市
観
光
協
会
の
職
員
が
会
場
入
り
。

物
産
販
売
を
行
っ
た
ほ
か
、
同
市
で
水
揚
げ

さ
れ
た
サ
ン
マ
１
０
０
０
匹
の
炭
火
焼
き

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
が
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
古
市

の
漁
業
復
興
を
支
援
し
よ
う
と
、同
市
に
サ
ン

マ
の
購
入
を
打
診
し
た
と
こ
ろ
「
物
資
支
援
や

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、大
曲
の
花
火
へ
の
招
待
、

秋
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
招
待
事
業
な
ど
、震
災
支

援
の
お
礼
を
し
た
い
」と
無
償
提
供
の
申
し
出

が
あ
り
実
現
。多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

大
仙
市
の
秋
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
。11
月

６
日
に
は
「
な
ん
が
い
地
域
祭
」、11
月
９
日

か
ら
13
日
ま
で
は「
旧
池
田
氏
庭
園
特
別
公

開
」、
11
月
12
、
13
日
に
は「
大
仙
市
芸
術
祭
」

な
ど
、今
後
も
目
白
押
し
で
す
。

㆒かみおか地域文化祭／10月15日、16日
㆓きょうわ祭／同
叅、⓺、柒太田の秋まつり／同
㆕、⓹全国ジャンボうさぎ

フェスティバル／同
⓼秋の稔りフェア／10月22日、23日（各
種展示・販売）
⓾仙北公民館まつり／10月15日、16日（15
日・海上自衛隊大湊音楽隊コンサート）

㆒ ㆓ 叅

㆕

⓹ ⓺

⓼ ⓽ ⓾

⓽、⓫、⓬秋の稔りフェア／
10月22日、23日

（⓽岩手県宮古市と同市観光
協会による物産販売⓫サケ
のつかみどり（23日）⓬納豆
まつりだ！大仙2011）
⓭音とおどりフェスタ2011

 in大曲（10月23日）

⓫

⓬

柒

Fall  Festival

⓭



安全・安心雪下ろし対策
雪下ろし技能講習会

求職活動をアドバイス
若年未就職者
　　　就職支援講座

中山間農地の荒廃防止と有効活用のため
中山間農地引き受け手確保事業補助金

耕
作
条
件
の
良
く
な
い
中

山
間
農
地
の
荒
廃
防
止

と
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、「
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
」
に

よ
り
新
規
に
利
用
権
設
定
さ
れ

た
農
地
の
引
き
受
け
手
に
対
し

て
、
賃
借
料
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
農
地
の
引
き
受
け
手

で
あ
る
個
人
ま
た
は
法
人
で
、

次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当

す
る
方

①
中
山
間
地
（
強
首
地
区
を
除
く

西
仙
北
地
域
全
域
、
淀
川
地
区
を

除
く
協
和
地
域
全
域
、
南
外
地
域

全
域
、太
田
地
域
の
長
信
田
地
区
）

内
の「
田
」で
あ
る
こ
と

②
ほ
場
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ

て
い
な
い
こ
と

③
利
用
権
の
設
定
期
間
が
５
年

以
上
で
あ
る
こ
と

④
作
物
を
作
付
し
て
い
る
こ
と

◆
補
助
金
額
／

 

賃
借
料（
年
額
）の
10
分
の
１

 

（
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

※
農
地
の
引
き
受
け
手
が
農
地
の
出

し
手
と
同
じ
集
落
内
の
場
合
は
、

10
分
の
２

◆
交
付
期
間
／
作
付
け
を
開
始

し
た
年
度
（
平
成
23
年
度
以
降
）

か
ら
27
年
度
ま
で

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

農
林
振
興
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

 

内
線
２
４
４

 

西
仙
北
支
所
農
林
建
設
課

 

☎
０
１
８
７（
75
）２
９
７
１

 

協
和
支
所
農
林
建
設
課

 

☎
０
１
８（
８
９
２
）３
７
０
８ 

 

南
外
支
所
農
林
建
設
課

 

☎
０
１
８
７（
74
）３
０
０
１

 

太
田
支
所
農
林
建
設
課

 

☎
０
１
８
７（
88
）１
１
１
６

屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
関
す

る
正
し
い
知
識
と
危
機

管
理
意
識
を
も
っ
て
安
全
に
作

業
し
、
不
慮
の
転
落
事
故
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
「
雪
下
ろ

し
技
能
講
習
会
」を
行
い
ま
す
。

　

大
仙
警
察
署
と
大
曲
仙
北
広

域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
に

よ
る
雪
下
ろ
し
事
故
の
事
例
紹

介
の
ほ
か
、大
曲
仙
北
職
業
訓
練

協
会
、
大
曲
仙
北
建
設
技
能
組

合
連
合
会
が
雪
下
ろ
し
装
備・準

備
に
つ
い
て
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

雪
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
も
、ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
11
月
29
日（
火
）

 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

◆
会
場
／
大
曲
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
／
無
料

◆
定
員
／
先
着
１
０
０
人

◆
申
込
期
限
／
11
月
22
日（
火
）

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

大
曲
地
域

 

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
７
２
６

 

企
業
対
策
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

 

内
線
２
５
７

高
校
や
専
門
学
校
、短
大
、

大
学
を
卒
業
し
た
未
就

職
者
の
就
職
活
動
を
支
援
す
る

た
め
の
講
座
で
す
。

　

就
職
ま
で
の
経
済
的
な
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、各
回
の
講
座

終
了
後
、
受
講
者
に
受
講
手
当

（
３
０
０
０
円
）を
支
給
し
ま
す
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
で
、
次
の

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

①
平
成
23
年
３
月
に
高
校
、
専

門
学
校
、短
大
、大
学
の
い
ず

れ
か
を
卒
業
し
た
方

②
高
校
卒
業
後
７
年
以
内
で
、

こ
の
間
、専
門
学
校
、短
大
、

大
学
を
卒
業
し
た
方

※
平
成
22
年
度
新
規
高
卒
者
等
就
職

支
援
講
座
お
よ
び
就
職
支
援
プ
ラ

ス
講
座
、
若
年
未
就
職
者
就
職
支

援
講
座
の
修
了
者
を
除
く

◆
期
間
／
11
月
28
日（
月
）か
ら

12
月
12
日（
月
）ま
で
の
月
・

水・金
曜
日（
全
７
回
）

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

◆
会
場
／
大
曲
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
先
着
40
人

◆
申
込
期
限
／
11
月
21
日（
月
）

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

企
業
対
策
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

 

内
線
２
５
７

国土の７割にも及ぶ中山間地。
食糧生産や水源のかん養地域、生態系の土台、そして心のふるさと
として、私たちのいのちと暮らしを支える「みなもと」です。
中山間農地を有効に活用し、「みなもと」を支えましょう。
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集落や自治組織の「がんばる」を支援
「がんばる集落」活性化支援事業

【問い合わせ・申し込み】
 総合政策課☎ 0187-63-1111 内線 237
 各支所市民サービス課

【遮光器土偶特別展示会】
　星

ほしのみや

宮遺跡（仙北地域横
堀）から出土した遮光器
土偶が、考古資料として
県の有形文化財に指定
されました。
　指定を記念し、遮光器
土偶のほか星宮遺跡出
土品の特別展示会を開
催します。縄文の美をど
うぞご鑑賞ください。 【問い合わせ】文化財保護課 ☎0187-63-8972

法隆寺金堂壁画模写（市有形文化財）

遮
し ゃ

光
こ う

器
き

土
ど

偶
ぐ う

（県有形文化財）

特別展覧会・展示会

市
で
は
、
小
規
模
集
落
や

集
落
の
集
合
体
、
広
域

的
な
自
治
組
織
が
自
ら
の
地
域

の
維
持
や
振
興
を
図
る
た
め
に

行
う
自
主
的
・
主
体
的
な
取
り

組
み
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

提
案
さ
れ
た
取
り
組
み
は
審

査
会
の
審
査
を
受
け
、
採
択
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
市
が

初
期
的（
準
備
）経
費
、ま
た
は
ビ

ジ
ョ
ン（
活
動
計
画
）策
定
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
を
希
望
す
る
団
体
は
、

事
前
に
総
合
政
策
課
、
ま
た
は

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象・補
助
対
象
事
業
／

①
小
規
模
集
落

 

お
お
む
ね
40
戸
以
下
の
集
落

や
、
お
お
む
ね
40
戸
以
下
の

集
落
と
そ
の
集
落
に
隣
接
す

る
集
落
で
構
成（
た
だ
し
、
３
集

落
以
下
で
の
構
成
）さ
れ
た
団
体 

新
規・拡
充
活
動

 

継
続
し
て
行
う
予
定
の
新
た

な
取
り
組
み
の
開
始
、
ま
た

は
拡
充
の
た
め
の
初
期
的（
準

備
）経
費

　
︻
例
１
︼地
域
の
文
化
、伝
統
、

行
事
な
ど
の
再
生
、活
性
化

 

︻
例
２
︼
集
落
間
、
世
代
間
な

ど
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

②
地
区
自
治
組
織

○
複
数
の
集
落
で
構
成
さ
れ
る

団
体
で
①
に
該
当
し
な
い
も
の

○
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
や

旧
小
学
校
区
単
位
で
構
成
さ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な

ど
の
広
域
的
な
自
治
組
織

 

新
規・拡
充
活
動

 

①
と
同
じ

 

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
活
動

 

自
治
組
織
の
振
興
、
活
性
化

の
た
め
に
定
め
る
ビ
ジ
ョ
ン

（
活
動
計
画
）策
定
経
費

 

︻
例
１
︼
地
震
な
ど
、
災
害
発

生
時
の
地
区
共
助
計
画
策
定

 

︻
例
２
】
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
復
活
、存
続
な
ど
の
計
画

◆
申
込
期
限
／
12
月
15
日（
木
）

星宮遺跡から出土した県有
形文化財指定「遮光器土偶」

補助額、補助率、採択予定数

※上表の採択予定数は、平成23年度のもの
※募集は、平成27年度まで行う予定

対象 ①小規模集落 ②地区自治組織

対象事業 新規・拡充活動 新規・拡充活動 ビジョン策定

補助上限額 70 万円 100 万円 20 万円

補助率 90％（千円未満切り捨て）

採択予定数 ２集落（団体） ３団体 ３団体

【法隆寺金堂壁画模写展覧会】
　太田地域出身の仏
画家・鈴木空如が残し
た法隆寺金堂壁画の
原寸大模写の展覧会
を開催します。
　金堂壁画模写は、今
年度から４年計画で
修復事業に着手。今回
は特別に、一部修復完
了した壁画を展覧す
る予定です。修復前の
作品と比較できる機
会ですので、ぜひご鑑
賞ください。

鈴木空如が模写した「第11号
壁画普

ふ げ ん ぼ さ つ ぞ う
賢菩薩像（高さ約３㍍、幅

1.5㍍）」

11/ 11 金 ▼   13 日 午前9時〜午後４時
太田文化プラザ（入場無料）
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大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
http://www.city.daisen.
akita.jp/

毎月第２・第４木曜日は
子育てママの就職相談
時間／午後１時～４時
会場／女性センター
※無料の託児サービスあり
申し込み・問い合わせは
女性センターまで
☎ 0187-62-1713

11 月は固定資産税４期、
国民健康保険税５期、後
期高齢者保険料５期の納
付月です。忘れずに納期
内の完納をお願いします。

information

佐々木郁子さん
（中仙地域下鴬野）

新
任

今麗子さん
（協和地域中淀川）

新
任

和田庸子さん
（協和地域上淀川）

再
任

気軽に
ご相談

ください

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

︵
再
任・新
任
︶

　

平
成
23
年
９
月
30
日
の
任
期

満
了（
任
期
３
年
）に
伴
い
、
６
月

の
市
議
会
定
例
会
で
同
意
を
得

て
、
10
月
１
日
付
け
で
法
務
大

臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
た
方（
再
任
３
人
、新
任
３
人
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

市
民
課 

内
線
１
３
０

農
業
研
修
生
を
募
集

大
仙
市
農
業
振
興
情
報

セ
ン
タ
ー

新
規
就
農
者
育
成
研
修

　

新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
方

の
た
め
の
農
業
研
修
で
す
。専

門
指
導
員
か
ら
指
導
を
受
け
な

が
ら
、実
際
に
作
物
を
栽
培
し
、

農
業
に
必
要
な
技
術
・
知
識
を

学
ぶ
実
践
研
修
で
す
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
お
お
む

ね
50
歳
未
満
の
方
で
、
研
修

終
了
後
に
市
内
で
農
業
を
営

む
方

◆
研
修
期
間
／
平
成
24
年
４
月

２
日
か
ら
25
年
３
月
31
日
ま
で

 

（
最
大
２
年
ま
で
延
長
可
）

◆
研
修
場
所
／
大
仙
市
農
業
振

興
情
報
セ
ン
タ
ー

 

（
太
田
地
域
横
沢
）

◆
研
修
奨
励
金
／

 

月
額
７
万
５
０
０
０
円（
予
定
）

◆
申
込
期
限
／
12
月
28
日（
水
）

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

大
仙
市
農
業
振
興
情
報

 

セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７（
86
）９
１
１
１

障
が
い
福
祉
休
日
相
談
会

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家

族
が
抱
え
る
悩
み
に
つ
い
て
無

料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

※
当
日
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、各
相
談
支

援
事
業
所
に
直
接
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
11
月
13
日（
日
）

 

︻
午
前
の
部
︼午
前
10
時
〜
正
午

 

（
午
前
９
時
50
分
〜
11
時
30
分
受
け

付
け
）

 

︻
午
後
の
部
︼午
後
１
時
〜
３
時

 

（
午
後
０
時
50
分
〜
午
後
２
時
30
分

受
け
付
け
）

◆
会
場
／
西
仙
北
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

生
活
支
援
課 

内
線
１
７
７

︻
相
談
支
援
事
業
所
︼

 

大
仙
障
害
者
相
談
支
援

 

セ
ン
タ
ー
か
し
わ

 

☎
０
１
８
７（
87
）７
３
０
０

 

角
間
川
更
生
園
指
定
相
談

 

支
援
事
業
所

 

☎
０
１
８
７（
65
）３
６
７
６

 

自
立
支
援
指
定
相
談
支
援

 

事
業
所
あ
さ
ひ

 

☎
０
１
８（
８
９
２
）２
８
８
１

佐々木周悦さん
（西仙北地域土川）

再
任

荒川恭嗣さん
（大曲地域大曲西根）

新
任

大
仙
市
大
曲
新
人
音
楽
祭

コ
ン
ク
ー
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集　

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
会
場
ス
タ
ッ
フ
）

の
み
な
さ
ん
に
は
、出
場
者
の
案

内
や
演
奏
時
間
の
計
時
、
会
場

ド
ア
の
開
閉
な
ど
を
お
願
い
す

る
予
定
で
す
。み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
／
中
学
生
以
上

◆
期
日
／
平
成
24
年
１
月
14
日

（
土
）・15
日（
日
）

※
１
日
だ
け
の
参
加
も
可

◆
会
場
／
大
曲
市
民
会
館
・
大

ホ
ー
ル
、同・小
ホ
ー
ル

◆
募
集
人
員
／

 

︻
受
付
係
︼約
６
人

 

︻
会
場
係
︼約
16
人

 

︻
接
待
係
︼約
６
人

 

︻
計
時
係
︼約
４
人

※
ほ
か
の
係
を
依
頼
す
る
場
合
あ
り

◆
申
込
期
限
／
11
月
30
日（
水
）

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

大
曲
新
人
音
楽
祭

 

コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

 

（
大
曲
市
民
会
館
内・月
曜
休
館
）

 

☎
０
１
８
７（
63
）８
７
６
６

中村和樹さん
（神岡地域北楢岡）

再
任
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市営住宅入居者募集

◆募集住宅
【大曲地域】
福見町市営住宅・１戸（２LDK・S56建築）
家賃＝16,100〜31,700円／月
笑の口市営住宅・１戸（２LDK・H ８建築）
家賃＝25,700〜50,500円／月

【神岡地域】
神岡AD棟市営住宅・２戸（３DK・S54建築）
家賃＝12,800〜25,100円／月

【西仙北地域】
愛宕市営住宅・１戸（３DK・S58建築）
家賃＝18,900〜37,200円／月

【協和地域】
境市営住宅・３戸（３DK・S59建築）
家賃＝16,700〜32,900円／月
峰吉川市営住宅・１戸（３LDK・H ５建築）
家賃＝20,600〜40,400円／月
合貝市営住宅・１戸（３LDK・H14建築）
家賃＝23,900〜46,900円／月

【太田地域】
太田南部地区特定公共賃貸住宅・１戸（３LDK・H12建築）
家賃＝43,000円／月
※家賃は住宅の設備や入居者の収入により異なります。
※特定公共賃貸住宅の家賃は定額です。
◆入居資格／
①同居する親族がいる方（高齢の方や障がいがある方
は単身でも入居できる場合があります）
②住宅に困っている方
③収入が条例で定められている収入基準以下の方
※特定公共賃貸住宅は入居しようとする方全員の年間総
所得の合計から扶養控除等をした上で、12で割った額が
158,000円以上259,000円以下の方
④市町村税に滞納がない方
⑤同居者を含め全員が暴力団員（暴力団対策法第２条
第６号に規定する暴力団員）でないこと
※入居には市内在住の連帯保証人が１人必要
◆入居可能日／12月16日（金）
◆申込期間／11月２日（水）から11月16日（水）まで
の午前９時〜午後５時（土日・祝日を除く）

【問い合わせ・申し込み】
【大曲地域】建築住宅課 ☎0187-66-4909
【神岡地域】神岡支所農林建設課 ☎0187-72-4609
【西仙北地域】西仙北支所農林建設課 ☎0187-75-2971
【協和地域】協和支所農林建設課 ☎018-892-3708
【太田地域】太田支所農林建設課 ☎0187-88-1116

　

11
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で
は

秋
の
火
災
予
防
週
間
。空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
で
す
。火
の
取
り
扱
い
に
注
意

し
、財
産
と
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
火
災
予
防
週
間
中
は
、
朝
７
時
に

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

〝
住
宅
防
火・命
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〟

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る

②
暖
房
器
具
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
か
ら
離
れ

る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

⑤
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
へ

の
延
焼
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎

品
を
使
用
す
る

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど

を
設
置
す
る

⑦
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合

 

大
曲
消
防
署

 

☎
０
１
８
７（
63
）０
１
５
１

11
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で
は﹁
秋
の
火
災
予
防
週
間
﹂

大
仙
市
公
設
小
売
市
場

廃
止
の
お
知
ら
せ

　

食
料
品
や
加
工
品
、
日
用
品

な
ど
の
生
活
用
品
を
販
売
し
て

き
た
大
仙
市
公
設
小
売
市
場

（
大
曲
通
町
８
―
50
）
が
10
月
で
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
の
開
設
以
来
、長
期

間
に
わ
た
る
み
な
さ
ん
の
ご
利

用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

商
工
観
光
課 

内
線
２
５
２

神
岡
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
募
集

　

選
考
は
面
接
で
行
い
、
詳
細

は
申
込
者
に
連
絡
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員
／
１
人

◆
応
募
資
格
／
教
員
免
許
状
、

保
育
士
資
格
、
児
童
厚
生
指

導
員
資
格
の
い
ず
れ
か
を
取

得
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
取

得
見
込
み
の
方

◆
雇
用
条
件
／

 

勤
務
場
所
／
神
岡
児
童
ク
ラ
ブ

 
（
神
宮
寺
小
学
校
内
）

 
勤
務
時
間
／

 
︻
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
︼

 

午
後
１
時
〜
７
時

 

︻
土
曜
日・長
期
休
業
日
︼

 

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
７
時

ま
で
の
う
ち
６
時
間
程
度

 

（
週
３
日
勤
務
）

※
日
曜・祝
日
、年
末
年
始
を
除
く

 

賃
金
／
時
給
７
９
０
円

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
張

っ
た
履
歴
書
と
資
格
証
明
書

類
の
写
し
を
提
出（
郵
送
可
）

◆
申
込
期
限
／
11
月
10
日
（
木
）

※
必
着

◆
雇
用
開
始
予
定
日
／

 

12
月
１
日（
木
）

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

神
岡
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

〒
０
１
９
―
１
７
０
１

 

神
宮
寺
字
蓮
沼
16
―
3
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ひとりで悩まず
相談はお早めに

消費生活相談室
からのお知らせ

だ
ま
さ
れ
な
い
ぞ〝 

悪
質
商
法 

〟

高
齢
者
の
被
害
が
増
え
て
い
ま
す

弁
護
士
が
相
談・助
言
を

行
い
ま
す

お
金
に
ま
つ
わ
る
相
談
会

︵
多
重
債
務
無
料
相
談
会
︶

　

複
数
の
金
融
業
者
か
ら
自
分
の
返

済
能
力
以
上
の
お
金
を
借
り
て
し
ま

い
、支
払
い
が
困
難
に
な
る「
多
重
債

務
」。多
重
債
務
者
を
狙
っ
た
ヤ
ミ
金

融
に
よ
る
被
害
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
多
重
債
務
で
悩
ん
で
い

る
方
々
の
一
日
も
早
い
解
決
を
目
指

し
、「
多
重
債
務
無
料
相
談
会
」を
行

い
ま
す
。相
談
会
で
は
、弁
護
士
が
債

務
整
理
の
解
決
方
法
や
多
重
債
務
に

陥
ら
な
い
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

万
が
一
、
多
重
債
務
に
陥
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
で
も
解
決
で
き
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、ま

ず
は
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
日
時
／
11
月
29
日（
火
）

 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
会
場
／
女
性
セ
ン
タ
ー（
大
曲
大
町
）

◆
相
談
料
／
無
料

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

消
費
生
活
相
談
室

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
３
６

☎消費生活相談室（大曲庁舎２階） ☎0187-63-1136
全国共通ダイヤル ☎0575-064-370 ※IP電話等、一部の電話では利用不可

消費生活
相談窓口

高
齢
者
の
悪
質
商
法
被
害
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。「
私
は
大

丈
夫
」と
思
っ
て
い
て
も
相
手
は「
だ

ま
し
の
プ
ロ
」。言
葉
た
く
み
に
高
齢

者
の
不
安
を
あ
お
り
、
狙
っ
た
人
の

心
理
に
つ
け
こ
ん
で
き
ま
す
。

　

被
害
を
防
ぐ
に
は
、
普
段
か
ら
の

注
意
が
必
要
。そ
の
た
め
に
も
手
口

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

悪
質
業
者
の
主
な
手
口
を
紹
介

 

家
庭
訪
問
販
売

 

突
然
業
者
が
来
て
、
商
品
な
ど
を

強
引
に
契
約
さ
せ
る
方
法

 

電
話
勧
誘
販
売

 

電
話
を
使
っ
た
販
売
方
法
。し
つ
こ

い
勧
誘
や
恫ど

う
か
つ喝
す
る
よ
う
な
強
引

な
勧
誘
、「
資
料
だ
け
で
も
」
と
言

わ
れ
て
同
意
す
る
と
、契
約
書
や
商

品
が
送
ら
れ
て
く
る
場
合
も
あ
る

 

次
々
販
売

 

一
人
の
消
費
者
に
次
か
ら
次
へ
と

契
約
さ
せ
る
方
法
。同
じ
商
品
や
異

な
る
複
数
の
商
品
を
次
々
に
契
約

さ
せ
た
り
、複
数
の
業
者
が
次
々
に

契
約
さ
せ
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
る

手口
１

手口
２

手口
３

 

販
売
目
的
を
隠
す

 

「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
を
」な
ど
と

販
売
目
的
を
隠
し
て
近
づ
き
、
不

意
打
ち
的
に
契
約
さ
せ
る
方
法

 

催
眠
商
法

 

閉
め
き
っ
た
会
場
に
人
を
集
め
て

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、
冷
静
な
判

断
が
で
き
な
い
よ
う
に
さ
せ
て
、

最
終
的
に
高
額
な
商
品
を
売
り
つ

け
る
方
法

 
か
た
り
商
法

 
販
売
業
者
が
消
防
署
、
市
役
所
な

ど
の
職
員
や
有
名
企
業
の
社
員
の

ふ
り
を
し
て
訪
問
し
、
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
売
り
つ
け
る
方
法

 

﹁
振
り
込
め
詐
欺
﹂に
も
注
意
！

 

　
「
還
付
金
が
あ
る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
携
帯
電
話
、通
帳
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
行
く
よ
う
に
」

と
指
示
。Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
、お

金
を
振
り
込
ま
せ
る
振
り
込
め
詐

欺
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

 

還
付
金
が
こ
の
よ
う
な
形
で
手
続

き
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手口
４

手口
５

手口
６

ひとりで
悩まず相談ください

取引内容 適用対象 期間

訪問販売 店舗外での訪問販売（街頭での声かけや電話で
の呼び出し商法、催眠商法の店舗契約を含む）

８日間電話勧誘販売 電話勧誘による取り引き

特定継続的
役務提供

語学教室、家庭教師、学習塾、パソコン教室、
エステティック、結婚相手紹介サービスの継
続的契約

連鎖販売取引 マルチ商法
20 日間業務提供誘引

販売取引 モニター商法、内職商法

クーリング・オフの適用対象と期間

※詳しくは、消費生活相談室に問い合わせください。

思わず契約してしまったら…
クーリング・オフを活用しよう

　訪問販売や電話で強引な勧誘
を受けて思わず契約してしまっ
た場合、法律で定められた期間
内であれば無条件で解約できる
制度です。
※乗用車や使用してしまった消耗品
など、一部適用外もあります。



訂正とおわび
だいせん日和 10 月号お知らせ版の８ページ「地域情報」に

「大曲菊花同好会第 29 回菊花展」とありますが、正しくは
「大仙菊花同好会」でした。訂正しておわびします。

DAISEN City Public Relations 2011.1115

中仙

中仙

中仙

中仙

大曲

大曲

大曲

仙北

西仙北

地域情報
知って　　  する
得

協和

みんなで遊ぼう
はなだて広場

　地域のみなさんと触れ合いなが
ら子育てを楽しみませんか。
■対象／就園前の乳幼児とその家族
■日時／11月10日（木）

午前10時～11時30分
■会場／花館公民館

【問い合わせ・申し込み】
 佐藤さん ☎0187-63-2013

声楽家・小松英典さん
ようこそ先輩スペシャル

　ドイツ在住のクラシック歌手・
小松英典さんを迎え、コンサート
とトークショーを行います。
■日時／11月15日（火）午後１時30分～

（受け付け午後１時～）
■会場／大曲中学校体育館

【問い合わせ】
 大曲中学校 ☎0187-63-2222

中仙地域ゆかりの画家
大野アヤ遺作小品展

■期間／11月13日（日）まで
（月曜を除く）
■時間／午前９時～午後５時
■会場／中仙市民会館（ドンパル）

【問い合わせ】
 中仙市民会館（ドンパル）
 ☎0187-56-7200

第一美術協会賞受賞画家
大須賀勉絵画展

■期間／11月５日（土）から
11日（金）まで

■時間／午前９時～午後５時
■会場／道の駅なかせん

【問い合わせ】
 大仙市美術愛好会事務局
 千葉さん ☎0187-57-2731

家族介護者の集い
　「思い出の潟分校」（仙北市）の見
学や会食などを行います。在宅で
介護している方同士で交流しませ
んか。詳細は問い合わせください。
■対象／大曲地域在住の、在宅で
高齢者の方を介護している方
■日時／11月18日（金）

午前９時30分～午後４時
■参加費／無料
■申込期限／11月11日（金）

【問い合わせ・申し込み】
 社会福祉協議会本所
 ☎0187-63-0277

中仙地域生涯学習展
　中仙地域の芸術文化活動団体や
個人の作品を多数展示します。
■期間／11月３日（木）から

６日（日）まで
■時間／午前９時～午後５時

（４日は午後４時まで）
■会場／中仙市民会館（ドンパル）

【問い合わせ】
 中仙市民会館（ドンパル）
 ☎0187-56-7200

太田 ノルディック
ウオーキング教室

　健康づくりにポールを使って野
外を歩くノルディックウオーキン
グを体験しませんか。
■日時／11月９日（水）
午前９時30分～11時30分

（受け付け午前９時～）
■会場／秋田太田奥羽グラウン
ド・ゴルフ場（雨天時はふれあい交流館）
■定員／先着20人
■申込期限／11月７日（月）
■持参するもの／飲料水・防寒着

【問い合わせ・申し込み】
 おおたスポーツクラブ
 （太田公民館内） ☎0187-86-9460

東北将棋大会
・市長杯争奪戦

　参加希望の方は直接会場にお越
しください。参加者全員に地元名
産の強首白菜と記念手拭いをプレ
ゼントします。
■部門／名人戦の部、一般の部（小
学生以上も参加可）、小学生の部
■日時／11月13日（日）午前８時～
■会場／西仙北ぬくもり温泉「ユ
メリア」
■参加費／一般・大学生1,500円、
高校生1,000円、小・中学生500円

（昼食代込み）
【問い合わせ・申し込み】
 西仙北中央公民館
 ☎0187-75-1115

ドンパン踊り練習会
■日時／11月22日（火）
午後７時30分～※毎月第３火曜日
■会場／中仙環境改善センター

【問い合わせ】
 中仙観光協会 ☎0187-42-8230

あじさいコーラス
第21回定期演奏会

　コーラスグループ「あじさいコ
ーラス」が合唱を披露するほか、ハ
ーモニカ・三味線の演奏、児童によ
る演奏や合唱を行います。
■日時／11月20日（日）午後２時～
■会場／仙北ふれあい文化センター
■入場料／無料

【問い合わせ】
 あじさいコーラス事務局
 中野さん ☎080-1846-4043

第18回
協和カラオケ発表大会

　協和地域のカラオケ愛好者が自
慢ののどを披露します。
■日時／11月20日（日）

午前９時30分～
■会場／協和市民センター（和ピア）
■入場料／無料（要整理券）

【問い合わせ・申し込み】
 菅原さん ☎018-892-2104
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小・中学生の部

1

3

2

4

1

3
2

4

【最優秀賞】ほら、見てごらん 太田瑞希（大曲高２年）
【佳作】オレも手伝うよ  佐野由和（大曲高１年）
【優秀賞】たかいたかーい  後藤真侑（大曲高１年）
【佳作】上手にむけるかな？ 鈴木花帆（大曲高２年）

Party 
  poetry

一
行
詩
の
部

︻
最
優
秀
賞
︼

支
え
合
う
ど
ん
な
と
き
で
も
手
を
と
り
あ
い

 
 

 
 

　
　
稲
田
遥
子（
協
和
小
６
年
）

︻
優
秀
賞
︼ 

手
伝
っ
て
言
わ
れ
る
前
に
僕
が
や
る

 
 

 
 

　
　
佐
藤
諒（
大
曲
南
中
２
年
）

今
日
の
迎
え
は
お
父
さ
ん
大
き
な
背
中
で
も
う
ひ
と
眠
り

 
 

 
 

　
　
髙
橋
大
成（
南
外
中
２
年
）

︻
佳
作
︼

う
ち
の
家
族
１
０
０
％
の
協
力
度

 
 

 
 

　
　
藤
原
琉（
南
楢
岡
小
６
年
）

「
休
ん
で
て
」食
器
を
洗
う
大
き
な
手

 
 

 
 

　
　
佐
々
木
憧（
神
宮
寺
小
６
年
）

父
と
母
い
つ
も
仲
良
く
共
同
作
業   

 
 

 
 

　
　
髙
橋
葵（
豊
成
中
２
年
）

ス
ー
ツ
か
ら
エ
プ
ロ
ン
に
着
替
え
る
休
日
の
父

 
 

 
 

　
　
今
花
音（
平
和
中
２
年
）

あ
り
が
と
う
言
っ
て
伝
わ
る
そ
の
言
葉

 
 

 
 

　
　
照
井
佳
奈（
大
曲
南
中
２
年
）

み
ん
な
の
気
持
ち
で
社
会
が
か
わ
る

 
 

 
 

　
　
後
藤
優
花（
仙
北
中
２
年
）

「
男
女
共
同
参
画
」に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
写
真
・
一
行
詩

作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
写
真
26
点
、
一
行
詩
５
７
４
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。選
考
の
上
、決
定
し
た
入
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

※
入
賞
作
品
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.city.daisen.akita.jp

）に
掲
載
す
る
ほ
か
、

サ
ン
ク
エ
ス
ト
大
曲
内
の「
男
女
共
同
参
画
活
動
拠
点
コ
ー
ナ
ー
」で
展
示
し
ま
す
。

たくさんの応募ありがとうございました

写
真
・一
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

入
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す
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︻
最
優
秀
賞
︼

パ
パ
と
マ
マ
育
児
も
家
事
も
半
分
コ

 
 

 
 

　
　

三
橋
一
雄（
西
仙
北
地
域
）

︻
優
秀
賞
︼

お
互
い
を
大
切
に
そ
れ
が
幸
せ
の
チ
カ
ラ

 
 

 
 

　
　

佐
野
嘉
永（
大
曲
地
域
）

助
け
合
う
男み
ん
な女

の
手
あ
た
た
か
い
心

 
 

 
 

　
　

伊
藤
祥
子（
協
和
地
域
）

︻
佳
作
︼

不
器
用
な
パ
パ
が
焼
い
た
卵
焼
き
娘
の
笑
顔「
お
い
し
い
ネ
」 

 
 

 
 

　
　

佐
藤
美
鈴（
太
田
地
域
）

わ
が
老
人
会
会
長
春
子
さ
ん
副
会
長
秋
男
さ
ん

 
 

 
 

　
　

佐
々
木
秀
子（
大
曲
地
域
）

僕
の
う
ち
マ
マ
が
二
人
い
る
み
た
い

 
 

 
 

　
　

大
川
喜
弘（
大
曲
地
域
）

高校生・一般の部

5

6

5

6

【優秀賞】楽しい田植え
   若松満（西仙北地域）

【佳作】足湯って気持ちいいなぁ〜
   武田海斗（東大曲小６年）

第６回

大
仙
市
民
短
歌
大
会

第
６
回
大
仙
市
民
短
歌
大
会
が
10
月
16
日
、
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
83
首
の
投
稿
が
あ
り
、
46
人
が
参
加
し
ま
し
た
。特
選
に
選
ば
れ

た
方
と
作
品
、互
選
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。〈
敬
称
略
〉

田
中
春
代 

選

漆
黒
の
中
祈
り
込
め
と
り
ど
り
の
花
火
は
上
る
夏
の
終
り
に佐

藤
郷
子（
大
曲
）

語
ら
い
も
食
事
も
出
来
ぬ
口
あ
け
て
精
一
杯
の
欠
伸
す
る
母鈴

木
貞
子（
太
田
）

踊
り
子
の
笠
と
端
縫
い
の
あ
わ
い
よ
り
う
な
じ
の
白
き
肌
身
ち
ら
つ
く

浅
利
繁
雄（
太
田
）

九
島
弘
子 

選

障
害
も
つ
若
き
ら
笑
顔
に
戯
れ
る
バ
ス
待
つ
刻と

き

を
吾わ

も
和
み
つ
つ

齋
藤
美
津
子（
大
曲
）

黙も
だ

深
く
絵
を
描
く
夫
と
一
つ
灯
の
下
に
歌
詠
む
チ
チ
ロ
鳴
く
中佐藤

洋
子（
大
曲
）

初
め
て
の
曾
孫
を
そ
つ
と
抱
き
あ
げ
て
日
本
の
復
興
を
呟
い
て
い
る

畠
山
教（
中
仙
）

特
選
の
部

佐
々
木
昭
四
郎 

選

踊
り
子
の
笠
と
端
縫
い
の
あ
わ
い
よ
り
う
な
じ
の
白
き
肌
身
ち
ら
つ
く

浅
利
繁
雄（
太
田
）

朝
露
の
光
る
ト
マ
ト
を
前
掛
け
に
軽
く
こ
す
り
て
丸
ご
と
食
み
ぬ

竹
村
厚
子（
仙
北
）

黙も
だ

深
く
絵
を
描
く
夫
と
一
つ
灯
の
下
に
歌
詠
む
チ
チ
ロ
鳴
く
中

佐
藤
洋
子（
大
曲
）

互
選
の
部

①
竹
村
厚
子（
仙
北
）

　

鈴
木
貞
子（
太
田
）

　

佐
藤
洋
子（
大
曲
）

②
佐
々
木
宏
助（
中
仙
）

　

鈴
木
紀
久
子（
大
曲
）

③
高
橋
千
恵
子（
太
田
）

④
草
彅
ミ
ヨ（
太
田
）

　

菅
原
恵
子（
西
仙
北
）

⑤
浅
利
繁
雄（
大
曲
）

⑥
加
藤
京
子（
西
仙
北
）

　

髙
橋
テ
イ
子（
大
曲
）

15
点

15
点

15
点

14
点

14
点

13
点

12
点

12
点

11
点

９
点

９
点

Photograph写真の部
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さらなる品質向上に取り組んでいる仲村
さん。栽培技術を学ぼうと市外から多く
の方が視察に訪れています。

農業体験の受け入れにも積極的な茂木さ
ん。培ってきた葉たばこの栽培技術を次の
世代につないでいきたいと話します。

昨年、アスパラガスの促成栽培を始めた小
松さん。試行錯誤を重ね、収穫量の増加に
意気込んでいます。

大仙市を支える基幹産業「農業」
次代を担う若い農業者の育成が課題となっています
新たな農業に挑戦し、地域のリーダーとして将来の
大仙市の農業をけん引する方々を表彰する「大仙農業元気賞」
今年度の受賞者に選ばれた３人の若き農業の担い手を紹介します

農業の未来を照らす若きリーダーたち

　大曲農業高校を卒業後、秋田県
のフロンティア農業者研修、大仙
市農業振興情報センターでの新規
就農者研修を経て、平成17年に就
農しました。施設を利用したトル
コギキョウ栽培や促成アスパラガ
ス栽培などに取り組んでいます。
  年々規模を拡大しながら、トル
コギキョウについては８月上旬か
ら11月下旬まで順次出荷できるよ
う体系化。土壌消毒には薬品を使
わずに太陽熱を利用するなど、環
境にも配慮した農業を実践してい
ます。
　今年からＪＡ秋田おばこ花き部
会のトルコギキョウ専門部会副部
会長も務め、積極的に意見を述べ
て部会活動の活性化に貢献してい
ます。

　大曲農業高校を卒業後に兼業農
家として就農。平成５年から専業農
家として本格的に農業に取り組みま
した。水稲に加えてアスパラガス、枝
豆による複合経営を実践しています。
　アスパラガス栽培のきっかけ
は、結婚を機に夫婦で取り組める
作物を探していたこと。現在は、露
地で栽培する夏採り以外に施設で
栽培・収穫する冬採り（促成栽培）に
も取り組んでいます。また、ＪＡ秋
田おばこで開催する講習会などに
も熱心に参加し、栽培技術の向上
に努めています。
　大仙市仙北地区認定農業者協議
会、ＪＡ秋田おばこアスパラガス
部会などの農業関係団体に所属。
今後のリーダーシップが期待され
ています。

　大曲農業高校を卒業して公務員
として勤務した後、平成18年に専
業農家として就農しました。集落
内の高齢者を中心とした臨時雇用
を行うなど、地域労働力の活用に
も大きな役割を果たしています。
　葉たばこ農家が減少する中、肥
料試験の依頼などにも協力。今年
は全県でも数少ない葉たばこの新
品種の採種圃（次の年に栽培するため
の種子を取る水田や畑）の委託を快諾
するなど、葉たばこ農業全体の振
興に積極的に取り組んでいます。
　また、都市農村交流活動にも積
極的に取り組み、宮城県仙台市の
中学校の農業体験学習を18年度か
ら毎年受け入れています。学校祭
の時には自ら訪問。自分の家で採れ
た野菜の提供なども行っています。

第４回 大仙農業元気
賞

第４回大仙農業元気賞

小松和弘さん・40 歳
（仙北地域横堀）

茂木聖さん・31 歳
（協和地域稲沢）

仲村義康さん・29 歳
（太田地域国見）
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　大仙市金婚式が10月12日、仙北ふれあい文化セン
ターで挙行され、83組の夫婦が参加しました。
　今年金婚を迎えられる方々は、テレビのカラー放送
中継実施や柏戸剛と大鵬幸喜が横綱昇進、秋田まご
ころ国体開幕などの昭和36年４月２日から翌年４月
１日までに結婚した夫婦。
　栗林次美市長は「日本の高度経済成長と社会の発
展を支える原動力として共に働き、子どもを守り育
て、さらには親の介護など懸命な日々を送って来ら
れた」とその努力と深く結ばれた絆に敬意を表し、
一組ずつに賀詞と記念品を手渡しました。また、金
婚夫婦を代表して細谷正利さん（神岡）が「家族や地
域に感謝し、健康で仲良く支え合いながら二人で長
生きに努めたい」と謝辞を述べました。
　式典では、生田流箏曲清絃会の石川和美さんと稲葉
興賀さん、安田修山さんの琴と尺八の演奏、みどり幼
稚園の園児による太鼓の演奏が行われ、参加者は演奏
を聞きながら共に歩んだ半世紀を振りかえりました。

　第35回全国学生書写書道展の審査が９月に行
われ、公募の部に出品した伊藤琳さん（内小友小３
年）が学年別での最優秀賞「学年優勝杯」に輝き
ました。
　書道展には全国から4,536点の応募があり、小
学３年生が出品した562点の中から見事優勝。
小学１年生の時に書道を始めたという伊藤さ
ん。「優勝杯をもらえてとてもうれしい。これ
からも書道を頑張って続けていきたい」と喜び
の声を聞かせてくれました。

伊藤琳さんが学年優勝杯に輝く
第35回全国学生書写書道展

共に歩んだ半世紀
大仙市金婚式に 83組が参加

　藤木地区コミュニティ祭りが10月16日、藤木公民館で
行われました。子どもからお年寄りまで３世代が一緒に
楽しめる場を作り、地区を盛り上げようと藤木地区コミュ
ニティ会議（大坂義徳会長）が企画したもの。
　祭りでは、地区で栽培したそばを使ったそば打ち教室
や古代米を使った餅つき体験などが行われ、来場者は秋
の味覚を楽しみました。
　また、藤木小学校スクールバンド部の演奏や地区住民
による民謡踊り、カラオケ発表のほか、作品展示など、そ
れぞれの世代による多彩な催しが行われました。

第３回藤木地区コミュニティ祭り
３世代の笑顔あふれる地区を目指して

ɪ学年優勝杯に輝いた伊藤さん
㆓伊藤さんが出品した作品「ひかる星」収穫を祝い行われた餅つき体験

栗林市長から賀詞と記念品を受け取る金婚を迎える夫婦

1 2

だいせん
ニューストピックス
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　第23回西仙北黒森山健康マラソン大会が10月10日、西
仙北スポーツセンター周辺の特設コースで行われました。
　マラソン競技のほか、ジョギングやウオーキングも
行われ、誰でも自分の体力に合わせて参加できる大
会。爽やかな秋晴れの空の下、県内外から参加した162
人のランナーが健脚を競いました。
　マラソン競技の優勝者は次のとおりです。 <敬称略>
▼２㌔マラソン小学生男子＝佐々木航平（刈和野小６年）
▼同女子＝熊谷明梨（千屋小４年）▼３㌔マラソン中学
生男子＝三浦真澄（西仙北西中２年）▼同女子＝鎌田仁美

（西仙北西中２年）▼３㌔マラソン一般男子49歳以下＝豊
間根正志（秋田市）▼同50歳以上＝鈴木正義（秋田市）▼同
高校女子・一般女子＝佐々木智恵美（大仙市）▼７㌔マラ
ソン高校生・一般男子＝奥地弘幸（岩手県）▼同女子＝高
橋加寿子（横手市）

　大曲高校女子駅伝チームが10月16日、第23回女子全
国高校駅伝県予選で２年ぶり５度目の優勝を果たし、
全国高校駅伝の出場権を獲得しました。秋田市内を周
回する県都１周長距離公認コース（５区間、21.0975㌔）
で女子16校が健脚を競い、２連覇を目指す花輪の追撃
をかわしての栄冠。
　選手たちは市役所を訪れ、優勝と全国大会出場を栗
林次美市長に報告。石山由佳主将は「昨年の悔しさを
忘れずに練習に励んできました。たくさんの応援をい
ただき、全国大会でも感謝の気持ちを込めて走りた
い」と抱負を力強く述べてくれました。
　京都市西京極陸上競技場をスタートし都大路を駆
け抜ける全国大会は、12月25日午前10時20分号砲。夢
舞台に向けて、彼女たちはさらなるレベルアップを目
指します。

　６月の豪雨で浸水などの被害を受けた大曲地
域の24町内会で組織する大曲市街地洪水対策連
絡協議会が９月30日、市役所を訪れ、内水排除用
の排水ポンプの増設などを要望しました。
　記録的な豪雨による水害後に発足した同協議
会は、市の防災担当者らを交えて５回の話し合い
や現地視察を行ってきました。要望事項は▶排水
ポンプの増設▶ポンプの管理点検の強化▶丸子
川流域の防災訓練実施—の３点。要望書を受け取
った栗林次美市長は「大仙市での治水対策は課題
の一つ。その必要認識はみなさんと同じで、既に
対策に取りかかったものもありますが、年次計画
で整備に取りかかりたい」と答えました。
　同協議会は、河川を管理する国や県に対しても
洪水対策の強化を要望する予定です。

大曲市街地洪水対策連絡協議会
排水ポンプの増設を市に要望

大曲高校女子駅伝チーム
都大路の全国切符を手に

第23回西仙北黒森山健康マラソン大会
体育の日に心地よい汗を流そう

同協議会代表幹事の松橋幸助中通町内会長から
陳情書を受け取る栗林市長 体力に合わせて参加できる健康マラソン

高校駅伝の夢舞台である都大路に駒を進めた選手たち
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　第42回全国食生活改善推進員団体連絡
協議会大会が10月14日、北海道で開かれ、
大仙市食生活改善推進協議会太田支部会
長の芦野節子さん（太田地域）が平成23年度
厚生労働大臣表彰を受賞しました。
　平成７年の同支部設立以来、会長を務
めてきた芦野さん。健康によいレシピの
紹介や研修会開催などに取り組んだ長年
の功績が評価されました。

　「大曲花火米」の稲刈りが９月29日、脱穀作業が10月14日、
四ツ屋地区の田んぼで行われました。
　花火米は「大仙・おばこ大曲花火米研究会」（小松憲司会長・

会員38人）が高品質ブランド
米を目指して栽培してい
るあきたこまち。農薬使用
を極力抑え、大豆と米ぬか
を主成分とした有機質肥
料で育てられています。
　稲刈りでは四ツ屋、花館
両小学校の５年生と四ツ
屋保育園児が、かまなどで
丁寧に刈り取り。脱穀で
は、昔ながらの足踏み式脱
穀機で作業しました。

　自転車や自動車の窃盗被害を防ごう
と、鍵かけを呼び掛けるロックパトロー
ルが10月13日、市内の駐輪場とショッピ
ングセンターで行われました。
　大仙市防犯協会会員と大仙市防犯指導
隊員、大仙警察署職員らが無施錠の自転
車に「２重ロック」を勧めるチラシを配布
したほか、自動車で訪れた買い物客に鍵
掛けを忘れないよう呼び掛けました。
　過去に起きた市内の自転車、自動車、住
宅などの窃盗被害のうち、鍵をかけてい
なかったものが大半を占めています。鍵
掛けを忘れないようにしましょう。

ロックパトロール
自転車・自動車に鍵かけて

　第13回奥羽太田ロードレース大会が10月９日、奥羽山荘を周
回する特設コースで行われ、県内外から334人が参加しました。
　３つの距離、14種目に分かれて行われた大会。参加したラ
ンナーは、秋晴れの空の下、沿道に咲く花々や色づき始めた
木々の葉に囲まれたコースをさっそうと走り抜けました。
　各種目の優勝者は次のとおりです。                        〈敬称略〉

【２㌔】▼小学１～３年男子＝加賀屋耀（横手市）▼同女子＝髙
橋凜湖（太田北小３年）▼小学４～６年男子＝髙橋颯斗（太田東
小６年）▼同女子＝煤賀愛純（太田南小５年）▼中学女子＝佐々
木夢（太田中１年）【５㌔】▼中学男子＝佐々木発輝（太田中３年）
▼29歳以下男子＝鈴木大介（角館高１年）▼30歳以上49歳以下
男子＝高野和春（大仙市）▼50歳以上男子＝滝沢清寿（大仙市）
▼高校生以上女子＝高橋沙綾（角館高２年）【10㌔】▼高校生
以上男子＝伊藤康成（秋田市）▼50歳以上男子＝佐野信幸（横
手市）▼高校生以上女子＝佐々木和恵（大仙市）

第13回奥羽太田ロードレース大会
秋に彩られた太田を駆け抜ける

大曲花火米稲刈り・脱穀体験
子どもたちが食育と米作りの大切さを体感

芦野節子さんが
厚生労働大臣表彰を受賞

長年の食生活改善活動が称えられ

駐輪場で行われたロックパトロール

一斉にスタートを切るランナーたち

「これからも仲
間と楽しく、地
域に根差した
活動を続けて
いきたい」と話
す芦野さん

稲刈りに汗を流す小学生
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大仙市全体での今年
と昨年の電気使用量

（８月１日から31日ま
でのピーク時点を比

較）

グラフ

※数値は東北電力（株
）大曲営業所提供の大

仙市内の変電所のデ
ータ

 （仙北市・美郷町の
一部を含む）

※削減率は、今年と
昨年のピーク時点の

電

気使用量の差を昨年
のピーク時点の電気

使用量で割ったもの

今年と昨年の８月中
のピーク時点を比較

し、17.2％削減を達成。

８月８日・14日を除く
すべての日で、それ

ぞれの日のピーク

時点の電気使用量が
昨年を下回りました

。（グラフのグレー部
分）

９月 30日で夏の節電
取り組み期間が終了

。

取り組み期間全体の
節電結果を次号広報

でお知らせします。

　「
今
思
え
ば
、
あ
れ

ほ
ど
ま
で
電
灯
を
つ
け

る
必
要
は
な
か
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
」
と

振
り
返
る
の
は
、
小
松

ば
ね
工
業
株
式
会
社
・

秋
田
太
田
町
工
場
の
工

場
長
・
渡
邊
和
知
さ
ん
。

工
場
の
生
産
上
も
無
理

の
な
い
範
囲
で
節
電
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ば
ね
の
生
産
を
行
う

同
工
場
で
は
、
東
京
本

社
で
策
定
し
た
節
電
計

画
に
基
づ
い
て
、
７
月

か
ら
９
月
ま
で
の
電
気

使
用
量
を
昨
年
比
で

15
％
削
減
す
る
こ
と
を

目
標
に
設
定
。

　
工
場
と
事
務
所
の
空

調
の
室
内
温
度
を
28
度

に
し
、
工
場
内
の
配
置

を
見
直
し
て
、
照
明
を

間
引
き
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
な
る
取
り
組
み

と
し
て
、
ば
ね
の
生
産

工
程
で
重
要
な
役
割
を

担
う
「
熱
処
理
炉
」
の

稼
働
時
間
短
縮
に
も
着

手
。
作
業
方
法
を
工
夫

し
、
こ
れ
ま
で
の
８
時

間
か
ら
５
時
間
に
減
ら

し
ま
し
た
。

　
７
月
は
30・
６
％
、

８
月
は
22・８
％
（
昨
年

比
）
使
用
電
力
を
削
減
。

目
標
を
大
幅
に
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ばねの生産過程で重
要な役割を

担う「熱処理炉」。「効
率はやや落

ちましたが、処理が必
要なばねを

まとめるなど工夫し
て、稼働時間

を短縮しました」と渡
邊さん

市
内
事
業
所
の
取
り
組
み

目
標
15
％
を
大
幅
に
ク
リ
ア

【昨年のピーク時点（
33.7℃）】

10日午後３時 ▶7,206
アンペア

【今年のピーク時点（
33.3℃）】

８日午後３時 ▶5,965
アンペア

みんなで力を合
わせ17.2% 削減８月の節電結果

をお知らせ

平成23年
平成22年

2 0 1 1

1 0
vol.156

広
報
だ
い
せ
ん

び 　　　     よ      り

おおきなせなかに — 夢を乗せ未来に羽ばたく元気なまち

第85回全国花火競技大
会オープニング「ナイ

ヤガラ付スペシャル
スターマイン」

夜空に咲く希望
の花

Omagari for Japan

大
曲
の
花
火
の
ペ
ー
ジ
が
良
か

っ
た
で
す
。「
秋
田
と
い
え
ば

大
曲
の
花
火
」と
他
県
の
方
か
ら
言
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

大
曲
の
花
火
で
被
災
さ
れ
た
方
々

が
涙
な
が
ら
に
喜
ば
れ
て
い
た
こ
と

は
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
協
和
地
域　
53
歳
女
性
）

大
曲
の
花
火「
大
会
提
供
」の
ペ

ー
ジ
に
書
か
れ
て
い
た
文
章

を
読
み
、
心
が
穏
や
か
に
な
り
ま
し

た
。ま
た
、
担
当
者
コ
ラ
ム
に
感
動
し

ま
し
た
。

　

健
康
の
達
人
の
コ
ー
ナ
ー
は
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
す
。私
は
骨
粗
鬆

症
に
な
ら
な
い
よ
う
、
食
事
と
屋
内

外
で
転
倒
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

て
い
ま
す
。（

協
和
地
域　
69
歳
女
性
）

だ
い
せ
ん
日
和
を
い
つ
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

レ
シ
ピ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
さ
れ

て
い
た
、
旬
の
里
イ
モ
を
使
っ
た
レ

シ
ピ
に
驚
き
ま
し
た
。「
里
イ
モ
お

は
ぎ
」
な
ん
て
考
え
た
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。愛
情
込
め
て
育
て

た
も
の
を
ど
う
す
れ
ば
お
い
し
く
い

た
だ
け
る
か
と
考
え
ら
れ
た
レ
シ

ピ
。こ
れ
は
絶
対
に
挑
戦
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域　
51
歳
女
性
）

大
曲
の
花
火
が
大
好
き
で
す
。表

紙
か
ら
迫
力
満
点
な
写
真
ば

か
り
で
た
め
息
が
出
ま
し
た
。

　
「
届
け
希
望
の
光　

元
気
な
東
北

　
日
本
の
た
め
に
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
見
た
人
の
心
に
し
み
込
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
私
は
涙
が
出
ま
し
た
。

（
神
岡
地
域　
22
歳
女
性
）

大
曲
の
花
火
の
ペ
ー
ジ
を
見
て
、

さ
す
が
〝
花
火
の
ま
ち
大
曲
〞

の
広
報
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。大
会

提
供
花
火
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー

ジ
は
特
に
感
動
し
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域　
52
歳
女
性
）

ペ
ア
ー
レ
大
仙
の
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
の

笑
顔
の
写
真
を
見
た
だ
け
で
、
参
加

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
友
人
に
誘
わ
れ
て

も
時
間
が
な
い
と
断
り
続
け
て
き
ま

し
た
。
自
ら
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
で
、

自
分
を
磨
き
、
豊
か
に
す
る
生
活
を

見
つ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、

広
報
紙
を
見
て
思
い
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域　
49
歳
女
性
）

大
曲
の
花
火
の
ペ
ー
ジ
を
見
て

感
激
し
ま
し
た
。花
火
の
美
し

さ
と
観
覧
者
の
多
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

（
大
曲
地
域　
56
歳
男
性
）

10
月
号
に
大
曲
の
花
火
の
特
集

記
事
が
載
る
の
は
遅
す
ぎ
る

と
思
い
ま
す
。９
月
号
お
知
ら
せ
版

に
載
る
の
な
ら
ま
だ
し
も
。

　

も
う
少
し
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
ら
い

い
で
す
ね
。（

神
岡
地
域　
46
歳
女
性
）

広
報
担
当
か
ら

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

花
火
の
多
彩
な
色
を
み
な
さ
ん
に

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
た
め
、
ス
ミ
１

色
（
白
黒
）
刷
り
の
お
知
ら
せ
版
で
は

な
く
、
カ
ラ
ー
版
の
10
月
号
に
掲
載

し
ま
し
た
。広
報
紙
の
印
刷
製
本
の

都
合
上
、
９
月
号
に
は
間
に
合
い
ま

せ
ん
。前
述
し
た
よ
う
に
、
お
知
ら
せ

版
は
ス
ミ
１
色
刷
り
。白
黒
印
刷
で

は
、
花
火
の
色
を
出
せ
ま
せ
ん
。タ
イ

ム
リ
ー
な
掲
載
を
心
掛
け
て
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
理
由
で
10
月
号
に

掲
載
し
ま
し
た
。

　
な
お
、通
常
、取
材
の
際
に
は
一
眼

レ
フ
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
用
し

て
い
ま
す
が
、
大
曲
の
花
火
の
時
は

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
を
使
用
し
ま
す
。

花
火
の
発
色
や
星
が
描
く
線
が
よ
り

美
し
く
写
る
か
ら
で
す
。フ
ィ
ル
ム

撮
影
な
の
で
、
現
像
に
時
間
が
必
要

だ
と
い
う
の
も
10
月
号
へ
の
掲
載
と

な
っ
た
一
つ
の
理
由
で
す
。ご
理
解

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

大
曲
の
花
火
で
岩
手
の
方
と
隣

同
士
に
な
り
ま
し
た
。親
戚
の

方
な
ど
が
被
災
さ
れ
た
よ
う
で
、
話

を
聞
き
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。花
火

を
見
て
、
少
し
で
も
心
を
癒
し
て
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。大
曲
の

花
火
の
特
集
、大
変
よ
か
っ
た
で
す
。

（
神
岡
地
域　
49
歳
女
性
）

今
年
も
大
曲
の
花
火
を
見
ま
し

た
。還
暦
記
念
と
し
て
暑
い
中

を
歩
い
て
会
場
ま
で
行
き
、途
中
、岩

手
県
か
ら
来
た
人
と
町
の
ピ
ー
ア
ー

ル
を
し
合
い
な
が
ら
、
と
て
も
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
神
岡
地
域　
59
歳
女
性
）

大
曲
の
花
火
の
特
集
、と
て
も
見

応
え
が
あ
り
ま
し
た
。花
火
の

ま
ち
大
仙
市
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を

誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

10
月
は
地
域
の
催
し
物
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
各
地
域
の
情
報
や
心
和
む
写
真

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
仙
北
地
域　
58
歳
女
性
）

私
は
ペ
ア
ー
レ
大
仙
で
書
道
を

習
っ
て
い
ま
す
が
、と
て
も
楽

し
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、
料

理
教
室
に
も
参
加
し
ま
す
。多
く
の

人
と
会
え
る
の
で
楽
し
み
で
す
。

（
大
曲
地
域　
39
歳
女
性
）



ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
の
レ
シ
ピ

健
康
は

バ
ラ
ン
ス
よ
い

食
事
か
ら
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お便りお待ちしています

「お便り広場」はみなさんのページです。

市政に対する質問・意見など、みなさ

んの遠慮のない声をお聞かせください。

あて先はこちら
〒 014-8601（住所不要）

大仙市企画部総合政策課

手紙・ハガキ、FAX（0187-63-1119）また
は E メ ー ル（kouhou@city.daisen.akita.jp
で送ってください。なお、E メールの場合
は件名に「お便り広場」と記入ください。

花
火
ウ
イ
ー
ク
か
ら
競
技
大
会

ま
で
を
克
明
か
つ
、ビ
ジ
ュ
ア

ル
に
表
現
し
た
編
集
は
、
ま
さ
に
圧

巻
で
し
た
。

　

27
花
火
業
者
に
よ
る
刹せ

つ
な那
の
芸

術
、大
会
提
供
の
奥
州
曙
光
、大
会
終

了
後
の
観
覧
者
と
花
火
業
者
の
エ
ー

ル
交
換
な
ど
、
あ
の
感
動
を
だ
い
せ

ん
日
和
で
見
事
に
再
現
し
て
く
だ
さ

り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

加
え
て
胸
に
響
く
フ
レ
ー
ズ
の

数
々
、レ
イ
ア
ウ
ト
も
最
高
で
し
た
。

（
西
仙
北
地
域　
76
歳
男
性
）

毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。写

真
が
と
て
も
き
れ
い
で
、情
報

が
盛
り
だ
く
さ
ん
な
の
に
読
み
や
す

い
豪
華
な
広
報
紙
と
い
っ
た
感
じ
が

し
ま
す
。

　

今
回
は
、
表
紙
も
含
め
て
花
火
の

ペ
ー
ジ
が
セ
ン
ス
、品
、訴
え
る
も
の

が
あ
り
、
感
動
し
ま
し
た
。と
て
も
良

か
っ
た
の
で
２
部
ほ
ど
い
た
だ
い
て

県
外
の
知
人
に
送
り
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
す
て
き
な
だ
い
せ
ん
日
和
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域　
女
性
）

10
月
号
を
開
い
て
び
っ
く
り
。

ペ
ア
ー
レ
大
仙
の
ペ
ー
ジ
に

わ
が
家
の
か
わ
い
い
お
嫁
さ
ん
が
、

い
つ
も
の
満
面
の
笑
顔
で
載
っ
て
い

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
挙
式

は
し
た
も
の
の
、
予
定
し
て
い
た
披

露
宴
は
延
び
て
10
月
22
日
に
な
り
ま

し
た
。ま
た
あ
の
笑
顔
を
見
せ
て
く

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。週
末
に
は
、

い
つ
も
息
子
と
仲
良
く
遊
び
に
来
て

く
れ
ま
す
。（

大
曲
地
域　
57
歳
女
性
）

味覚の秋みつけた
野菜の三色揚げ

1 人分のエネルギー 271kcal、塩分 1.1g

材料（４人分）

はんぺん……………200g
片栗粉………… 大さじ 2
タマネギみじん切り
　　……………… 1/2 個
みりん………… 大さじ 1
酒……………… 大さじ 1

レンコン……………350g
紅ショウガ………… 10g
シイタケ…………… 8 個
サツマイモ（厚さ 1㌢）
　　……………… 8 切れ
枝豆………… 1/2 カップ

作り方

① はんぺんはすり鉢でする。
② 片栗粉、みりん、酒、タ

マネギのみじん切りと①を
混ぜる。（衣の完成）

③ サツマイモは1㌢の輪切り
にして、水にさらす。

④ シイタケは石づきをとって
汚れをふく。

⑤ レンコンは皮をむいて1㌢
の厚さで 8 枚の輪切りに
して酢水につけてあくをと
る。

⑥ 枝豆はゆでて甘皮をとっ
てみじん切りにする。

⑦ 衣を３等分にして、紅ショ
ウガのみじん切りを混ぜ
てレンコンの上にのせる。
枝豆のみじん切りを混ぜ
て、サツマイモの上にのせ
る。残りの一つは何も混
ぜないでシイタケの上に
のせる。

⑧ 160 度の油でゆっくりと⑦
を揚げる。

 （最初は衣を下に向けて
揚げて途中で返す）

大仙市食生活改善推進協議会
協和支部船岡地区

POINT <<<

※ 季節の野菜を使ったヘ
ルシーメニューです。

※ 野菜のおいしさ丸かじ
りです。

※ レンコン、イモ、シイ
タケは生なので火がと
おるようにゆっくり揚
げてください。

衣
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パ
ソ
コ
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ed.or.jp

携
帯
電
話
か
ら http://w

w
w
.om
agari-m

ed.or.jp/i/

大
曲
仙
北
医
師
会
か
ら
の
便
り

大 曲 仙 北 医 師 会

仙北組合総合病院
整形外科

後藤   伸一  医師
大仙市大曲通町 1-30
☎ 0187-63-2111

Medical Chart  no.53
Talk about  Lumber Canal Stenosis
腰
よ う

部
ぶ

脊
せ き

柱
ちゅう

管
か ん

狭
きょう

窄
さ く

症
しょう

について
〜腰を大事にして元気に歩こう〜

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
腰
部

脊
柱
管
狭
窄
症
が
急
速
に
増
え

て
き
て
い
ま
す
。最
近
は
、新
聞
や
テ
レ
ビ

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。果
た
し
て
、
腰
部
脊
柱
管
狭

窄
症
と
は
ど
ん
な
病
気
で
し
ょ
う
か
？

腰
の
背
骨
は
腰
椎
と
呼
ば
れ
ま
す

が
、腰
椎
は
椎つ

い

骨こ
つ

と
呼
ば
れ
る
骨

と
椎つ

い

間か
ん

板ば
ん

と
い
う
軟
骨
が
積
み
木
の
よ

う
に
５
つ
重
な
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。そ

の
中
に
脊せ

き

柱ち
ゅ
う

管か
ん

と
い
う
隙
間
が
あ
り
、

脳
か
ら
続
い
て
い
る
直
径
２
〜
３
㌢
の

大
事
な
神
経
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　

残
念
で
す
が
、
人
間
は
50
歳
前
後
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
所
に
加
齢
の
変
化
が

起
き
て
き
ま
す
。腰
椎
は
加
齢
の
変
化

が
起
き
や
す
い
部
位
の
一
つ
で
す
。

　

加
齢
の
変
化
で
腰
椎
の
骨
が
い
び
つ

に
な
る
と
神
経
が
通
っ
て
い
る
脊
柱
管

が
狭
く
な
り
、中
の
神
経
が
圧
迫
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
起
き
て
き
ま
す
。

　

こ
の
狭
く
な
る
こ
と
を
狭き

ょ
う
さ
く窄
と
呼

び
ま
す
。腰
椎
の
脊
柱
管
が
狭
窄
し
、

中
の
神
経
が
圧
迫
さ
れ
て
様
々
な
症

状
を
起
こ
す
の
で
、
腰
部
脊
柱
管
狭
窄

症
と
い
う
病
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　
神
経
の
圧
迫
の
程
度
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
だ
け
で
は
わ
か
ら
ず
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ（
磁
場
と

電
波
を
用
い
た
検
査
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

腰
部
脊
柱
管
を
通
る
神
経
が
圧
迫

さ
れ
て
障
害
が
起
き
る
と
、
お
尻

か
ら
足
に
か
け
て
痛
み
や
し
び
れ
が
生

じ
ま
す
。障
害
が
ひ
ど
い
場
合
は
、足
の
筋

肉
の
力
が
弱
く
な
っ
た
り
、
尿
や
便
が
う

ま
く
出
せ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

歩
き
出
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
た

後
、
腰
や
太
も
も
か
ら
ふ
く
ら
は
ぎ
に

か
け
て
し
び
れ
た
り
、
痛
ん
だ
り
し
て

歩
け
な
く
な
り
、
前
か
が
み
の
姿
勢
で

し
ば
ら
く
休
む
と
ま
た
歩
け
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。こ
の
症
状
は
間か

ん

欠け
つ

性せ
い

跛は

行こ
う

と

い
っ
て
、
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
に
特
徴

的
な
症
状
の
一
つ
で
す
。

治
療
は
ま
ず
、
薬
物
療
法
や
ブ
ロ

ッ
ク
注
射
、
理
学
療
法
な
ど
の

保
存
療
法
を
行
い
ま
す
。

　

保
存
療
法
で
効
果
が
な
い
場
合
、腰
部

脊
柱
管
狭
窄
症
の
原
因
は
神
経
の
圧
迫

な
の
で
、圧
迫
を
取
り
除
く
手
術
が
必
要

に
な
り
ま
す
。手
術
が
必
要
に
も
関
わ
ら

ず
先
延
ば
し
し
て
い
る
と
、神
経
が
ど
ん

ど
ん
傷
ん
で
し
ま
い
、手
術
を
し
て
も
神

経
の
働
き
が
回
復
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

仙
北
組
合
総
合
病
院
・
整
形
外
科
で

も
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
の
手
術
を
行
っ

て
い
ま
す
。手
術
の
た
め
に
は
約
３
週

間
の
入
院
期
間
が
必
要
で
す
。

　

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
の
症
状
に
心
当

た
り
が
あ
る
方
は
整
形
外
科
を
受
診
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

脊柱管が狭くなり
圧迫された神経

腰部脊柱管狭窄症

◀

24



Health Communications 

中央（大曲保健センター内／大曲地域）    ☎ 0187-62-1015
健康増進センター      ☎ 0187-62-9301

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外地域）   ☎ 0187-75-0476
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田地域）   ☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信

健康は日々のチェックから

　今年度の高齢者インフルエンザ予防接種を行ってい
ます。県内のインフルエンザ予防接種実施医療機関であ
ればどこでも接種できます。インフルエンザは流行前の
予防が大切ですので、早めの接種をお勧めします。
　各実施医療機関に用意してある予診票と注意事項の
用紙をご確認いただき、予防接種について理解した上で
接種してください。（接種後、免疫がつくまで約２週間かかり、
免疫効果は約５ヶ月間持続するといわれています）
※一昨年流行した新型インフルエンザは、季節性インフルエンザ

と同じ扱いになりました。今年度の予防接種ワクチン（３価ワ
クチン）も昨年同様、両方のウイルスに効果があります。

※高齢者の方以外は助成の対象になりません。
◆対象／市内在住の、接種日に65歳以上の方、または60

歳以上65歳未満で、身体障害者手帳１級程度の慢性の
心・肺・腎機能不全や免疫機能障害がある方

◆接種期間／平成24年２月29日（水）まで
◆接種料金／各医療機関で料金が異なるため、医療機関

でご確認ください。接種料金のうち1,200円を市が負
担します。

※対象者のうち、生活保護世帯の方は生活保護受給証明書を医療
機関に提出すれば、接種料金が無料になります。

◆持参するもの／被保険者証

○外出後の手洗い・うがい
　感染予防の基本。忘れずに手洗いうがいをしましょう。

○適度な湿度を保つ
　空気が乾燥すると、のどの粘膜の働きが弱まります。

特に乾燥しやすい室内では、加湿器を使うなど適度
な湿度（50～60％）を保ちましょう。

○十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
　体の抵抗力を高めるため、十分な休養とバランスの

とれた栄養摂取を心掛けましょう。

○人ごみへの外出の際はマスクの着用を
　インフルエンザが流行してきたら、人ごみへの外出

を控えましょう。やむを得ず外出する時は、マスクを
着用しましょう。

○流行前の予防接種
 インフルエンザの重病化を防ぐ効果があります。

　「妊娠って思ったより大変」「みんなはどん
なふうに過ごしてるのかな」と思ったことはあ
りませんか。「だいせんたまごのお部屋」はそ
んな妊婦さんたちの交流の場です。
　保健師や助産師も同席し、妊娠期の相談に応
じています。仲間づくりや情報交換にぜひお越
しください。
◆日時／毎週木曜日の午後１時〜２時
◆会場／健康増進センター中央
 （大曲保健センター内）

妊婦さんのおしゃべり場
だいせんたまごのお部屋

妊娠中であることを示す
「マタニティマーク」。
このマークを見かけたら
妊婦さんに思いやりのあ
る行動をお願いします。

日常生活でできる予防を心掛けましょう
インフルエンザ予防のポイント

流行前の予防が大切です
高齢者インフルエンザ予防接種

赤ちゃんの成長を見守ります
こんにちは赤ちゃん訪問

　生後２カ月ごろの赤ちゃんがいるすべての家庭
を保健師や助産師が訪問する「こんにちは赤ちゃ
ん訪問」。赤ちゃんの体重などの計測や母子の健康
状態の聞き取り、子育て相談などを行っています。
　病院での１カ月児健診の後、赤ちゃんの成長
を見守り、健康状態を確認した上で、次の４カ
月児健診につなげます。
　また、予防接種のお知らせや子育て支援情報
の提供なども合わせて行い、安心して子育てで
きる環境づくりをお手伝いします。
◆対象／市内在住の、生後４カ月まで（おおむね

２カ月ごろ）の赤ちゃんのいる家庭
◆訪問日時／事前に電話で連絡し、日程を調整

してから伺います。

大曲地域在住の
内藤福

ふ く な

七ちゃん
のお家を訪問。

「こちらから行く
のも大変なので、
子どもの成長状
況を見てくれる
のは助かります」
とお母さんの絵
理子さん

DAISEN City Public Relations 2011.1125



■各図書館イベント／
【おはなし会】
大曲 11 月２日・９日・16 日（水）午後３時 15 分～３時 45 分
仙北 11 月 12 日（土）午前 10 時 30 分～
協和 11 月 19 日（土）午前 10 時～
神岡 11 月 19 日（土）午前 11 時～
西仙北 11 月 26 日（土）午前 10 時～ 11 時

【どんぐり文庫　おはなし会】
太田（敬愛館）　11 月 26 日（土）午前９時 30 分～ 11 時
■大曲図書館企画展／保存対象外雑誌等リサイクル
期間／ 11 月２日（水）から 30 日（水）
時間／午前９時～午後７時
■各図書館休館日／【11 月】▼１日＝大曲、神岡、南外、太田▼２日＝西仙北、
▼７日＝中仙、仙北▼ 14 日から 16 日まで＝中仙（資料整理期間）▼ 28 日＝
協和▼ 28日から30日まで＝仙北（資料整理期間）【12 月】▼１日＝大曲、神岡、
南外、太田▼５日＝中仙、仙北▼７日＝西仙北

大曲図書館のおすすめ

11月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

市長交際費 （９月１日～30日）
摘 要 件 数 金   額
弔 慰 3 30,000 円
慶 祝 31 160,365 円
協 賛 3 29,010 円
合 計 37 219,375 円

姫神公園「関山桜植樹祭」で花館小学校の児童と一緒
に植樹したサクラの横で記念撮影をする栗林市長

年中使える 
節電以前の省エネの常識 
山川 文子／著（講談社）

（大曲図書館所蔵あり）

 ２日・水 定例記者会見
 ３日・木 座間市制施行 40 周年記念式典

（神奈川県座間市）

 ６日・日 国際ソロプチミスト大曲認証
20 周年記念茶会

 11 日・金 大仙市交通安全対策会議
 12 日・土 閉校記念式典（刈和野小学校）

 13 日・日 ふるさと太田会（東京都）

 14 日・月 大曲仙北広域市町村圏組合正副
管理者会議

 15 日・火 雄物川上中流改修整備促進期成
同盟会等要望会（国土交通省）

 16 日・水 全国市長会市長フォーラム
（東京都）

 17 日・木 全国市長会理事・評議員合同会議
（東京都）

 20 日・日 閉校記念式典（西仙北西中学校）

 21 日・月 大仙市首都圏企業懇話会（東京都）

 24 日・木 大仙市議会臨時会（予定）
  大仙市医療行政懇談会
 25 日・金 大仙市技能功労者表彰式
 28 日・月 大仙美郷環境事業組合議会定例会
  大曲仙北広域市町村圏組合議会
  定例会
 29 日・火 大仙「出会い応援セミナー」

11
月
着
書
図
新 ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。

希望する本がなかった場合は、図書館職員へ声を掛けてください。

市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。

幼
児
・
児
童
向
け
図
書

○
妖
精
の
ぼ
う
し
、
お
ゆ
ず
り
し
ま
す
。
／

あ
ん
び
る
や
す
こ

○
は
な
の
は
な
う
た
／
お
ぼ
ま
こ
と

○
ラ
ー
メ
ン
ち
ゃ
ん
／
長
谷
川
義
史

○
い
も
い
も
ほ
り
ほ
り
／
西
村
敏
雄

○
コ
コ
ロ
屋
／
梨
屋
ア
リ
エ

○
つ
き
よ
は
う
れ
し
い
／
こ
み
ね
ゆ
ら

○
ク
ラ
ー
ケ
ン
の
島
／
エ
ヴ
ァ
・
イ
ボ
ッ
ト
ソ
ン

○
て
ぶ
く
ろ
チ
ン
ク
タ
ン
ク
／
き
も
と
も
も
こ

小
説
・
一
般
向
け
図
書

○
ラ
ン
ウ
ェ
イ
／
幸
田
真
音

○
く
ち
ぬ
い
／
坂
東
眞
砂
子

○
金
平
糖
の
降
る
と
こ
ろ
／
江
國
香
織

○
カ
ン
タ
／
石
田
衣
良

○
こ
い
わ
す
れ
／
畠
中
恵

○
ハ
ロ
ワ
！
／
久
保
寺
健
彦

○
人
生
教
習
所
／
垣
根
涼
介

○
忍
び
秘
伝
／
乾
緑
郎

○
指
名
手
配
／
新
津
き
よ
み

○
お
ば
あ
さ
ん
の
魂
／
酒
井
順
子

○
境
遇
／
湊
か
な
え

　寒さの厳しい私たちの土地では、夏よりも冬の節電に工夫が必
要ではないでしょうか。日本は元々エネルギー資源に乏しい国で
す。今年は東日本大震災の影響による電力の供給不足という事態
から、節電の気運が大いに高まっています。また、異常気象からは
地球の温暖化を実感することが多くなりました。
　正しく省エネの知識を身に付けることは、「我慢」と「ムダ」を上
手に区別することにつながります。今の自分にできることから始
めてみませんか。

ブックスタートボランティアを募集
赤ちゃんへの絵本読み聞かせを行うブックスタート
ボランティアを募集しています。
興味のある方は、大曲図書館に連絡ください。

26

図書館情報BOOKsBOOKs

各図書館問い合わせ

大曲図書館　☎0187-62-1012 南外図書館　☎0187-74-2130
神岡図書館　☎0187-72-2501 仙北図書館　☎0187-69-3334
西仙北図書館☎0187-75-0099 太田図書館　☎0187-88-1119
協和図書館　☎018-892-3830 中仙図書館　☎0187-56-7200
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♥♥♥♥♥♥♥♥いきいき広場
大
切
な
の
は
〝
理
解
〟
と
〝
温
か
な
見
守
り
〟

認
知
症
を
地
域
で
支
え
よ
う

自宅での介護をサポートする特定福祉用具５品目が対象
居宅介護福祉用具の購入費の９割が支給されます

介護保険事務所からの
お知らせ

　自宅で介護を受けている方が、特定福祉用具（介護保
険で対象となる５品目）を購入したとき、申請することで
購入費用の９割分が介護保険から支給されます。給付
を希望する方は、介護保険事務所または各支所市民サ
ービス課、社会福祉課の窓口で申請ください。
　また、県から販売事業所が指定されています。指定
を受けていない事業者から購入した場合は、給付の対
象になりませんのでご注意ください。
　指定事業者の詳細は、介護保険事務所に問い合わせ
いただくか、担当のケアマネージャーまたは販売店に
ご確認ください。

■対象／要介護認定または要支援認定を受けている方
 （施設入所者を除く）
■特定福祉用具／腰掛便座、特殊尿器、入浴補助用具、

簡易浴槽、移動用リフトのつり具の部分
■支給額／購入費の９割で、限度額は年度あたり10万円
※同一年度内に同じ種類の特定福祉用具を２つ以上購入し、給

付を受けることはできません。
■申請に必要なもの／申請書、領収書および購入した

福祉用具のパンフレット（写しでも可）
【問い合わせ】
 介護保険事務所 保健指導班 ☎0187-86-3911 

中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
 ☎ 0187-63-1111 内線 169
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）

 ☎ 0187-88-8030

「認知症サポーター養成講座」開催のご相談は各地域包括支援センターへ

オレンジのリングは
認知症サポーターの証

理
解
と
見
守
り
で 

認
知
症
の
方
を
支
え
る

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
脳
の
病
気
で
す
。

　

認
知
症
に
な
る
と
、
記
憶
障

害
や
認
知
障
害
か
ら
、
事
実
を

取
り
違
え
た
り
失
敗
し
た
り
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。本

人
に
は
認
知
症
の
自
覚
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
周
囲
と
う
ま
く
い

か
な
く
な
る
こ
と
で
、
不
安
を

感
じ
、苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
理

解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方
で

最
も
大
事
な
の
は「
自
尊
心
を
尊

重
す
る
」こ
と
。認
知
症
の
方
の
気

持
ち
に
寄
り
添
い
、
穏
や
か
な
態

度
で
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
が
生
活
の
中
心

に
な
り
が
ち
な
認
知
症
の
方
の

家
族
の
負
担
も
大
き
く
、
疲
れ

き
っ
て
共
倒
れ
と
な
っ
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。人

ご
と
だ
と
思
わ
ず
に
、
認
知
症

の
方
と
そ
の
家
族
を
温
か
く
見

守
り
、
地
域
全
体
で
支
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
自
治
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
、
企
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
を
対
象
に
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
。

平
成
23
年
３
月
末
時
点
で
、
約

２
１
０
０
人
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
何
か

特
別
な
こ
と
を
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。身
近
で
認
知
症

の
方
が
困
っ
て
い
た
ら
声
を
掛

け
、
悩
ん
で
い
る
家
族
の
方
が

い
た
ら
相
談
に
乗
る
な
ど
、
認

支
え
合
い
の
応
援
団 

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」に
な
ろ
う知

症
の
方
と
家
族
を
支
え
る
地

域
の
応
援
団
で
す
。

　

養
成
講
座
で
は
、
認
知
症
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
や
早

期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
、
予
防
と

治
療
に
関
す
る
こ
と
、
認
知
症

の
方
へ
の
接
し
方
な
ど
を
学
び

ま
す
。１
時
間
30
分
程
度
の
内

容
で
、受
講
料
は
無
料
、少
人
数

で
も
開
催
で
き
ま
す
。

　

開
催
を
希
望
す
る
団
体
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。　

認知症の人の家族のつどい

悩みや不安を語り合いませんか

　「認知症の人と家族の会」秋田
県支部代表の佐藤敦子さんが

「認知症の夫を介護して」と題し
て講演するほか、認知症の方の家
族同士での交流会を行います。
　認知症に関する悩みや不安を
語り合いませんか。
■対象／認知症の方の家族
■日時／11月23日（水）
 午前10時〜11時40分
 （受け付け午前９時30分〜）
■会場／大曲交流センター
■定員／先着20人

【問い合わせ・申し込み】
 地域包括センター中央
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労働問題でお悩みの方に
全国一斉トラブル 110 番

　賃金未払いやサービス残業など

の電話相談に無料で応じます。　

◆日時／11月23日（水）

午前10時～午後４時

【問い合わせ・電話相談】

 秋田県司法書士会

 ☎018-824-0187

 ☎018-824-0055※当日専用電話

見逃さないで子どものSOS
11 月は児童虐待防止推進月間

　あなたのまわりに「虐待を受けた

と思われる子ども」がいた場合はご

連絡ください。秘密は厳守します。

【問い合わせ・連絡】

 秋田県南児童相談所

 ☎0182-32-0500

 大仙市福祉事務所（大曲庁舎内）

 ☎0187-63-1111 内線150

無料の職業訓練や給付金支給など
求職者支援制度

　失業中で雇用保険を受給できな

い方を対象にした求職者支援制度。

無料の職業訓練が受けられるほか、

一定の要件を満たした場合は給付

金が支給されます。

　制度を利用したい方は最寄りの

ハローワークにご相談ください。

【問い合わせ】

 秋田労働局職業安定部

 求職者支援室 ☎018-883-0006

暴力やストーカー被害など
女性の人権ホットライン

　人権擁護委員と法務局職員が、

女性に対する暴力やストーカーな

どの相談に無料で応じます。

◆期間／11月14日（月）から

20日（日）まで

◆時間／午前８時30分～午後７時
（19日・20日は午前10時～午後５時）

【専用相談電話】

 女性の人権ホットライン

 ☎0570-070-810

税金のことで悩んでいませんか
税金の無料相談会

　年金にかかる税、財産をもらっ

た時の税、会社・事業・農業にかか

る税などの相談に無料で応じます。

◆日時／11月13日（日）

午前９時30分～午後３時

◆会場／サンクエスト大曲

【問い合わせ】

 東北税理士会大曲支部

 ☎0187-62-2801

相談には申し込みが必要です
社会福祉協議会の無料法律相談

◆日時／11月10日（木）

午前10時～午後３時

◆会場／大仙市社会福祉協議会本所

◆定員／先着８人

◆申込期限／11月８日（火）

◆相談員／草薙秀樹さん（弁護士）

※相談は１人30分程度

【問い合わせ・申し込み】

 大仙市社会福祉協議会本所

 ☎0187-63-0277

テーマは「依存からの回復」
第４回秋田マックセミナー

　アルコール・薬物・ギャンブルなど

の依存からの回復をテーマに医学博

士・竹内達夫さんによる講演と、依存

を克服した方の体験発表を行います。

◆日時／11月19日（土）午後１時～

◆会場／秋田大学医学部保健学科

１階大講義室

◆参加費／無料

【問い合わせ】

 NPO法人秋田マック ☎018-874-7021

12月１日は世界エイズデー
エイズ無料相談・検査

　12月１日の世界エイズデーに合

わせて、エイズに関する無料の相

談・検査を行います。検査希望の方

は事前に申し込みください。（匿名可）

◆期日／12月１日（木）

◆受付時間／午前10時～11時、

午後１時～３時

◆会場／大仙保健所

【問い合わせ・申し込み】

 大仙保健所 健康・予防班

 ☎0187-63-3404

　国では、1914年の「秋田仙北地震

（強首地震）」で高い震度が観測され

た原因を解明するため、「新波―大

仙測線」の地下構造を調査します。

　期間中、特殊車両が調査を行いま

す。ご理解・ご協力をお願いします。

◆調査期間／11月10日（木）から

12月22日（木）まで（予定）

◆調査場所／秋田市雄和新波付近

から協和地域小種地区、西仙北地

域大沢郷地区を経由し、太田地域

国見地区に至る道路沿い（約41km）

【問い合わせ】

 総合防災課 ☎0187-63-1111 内線287

 原子力安全基盤機構 耐震安全部

 ☎03-4511-1582
特殊車両で弱い振動を起こし、観測・
記録を行うことで、地下構造を調査

大曲

神岡

西仙北 中仙

協和

南外

仙北

太田

「新波―大仙側線」（赤線部分）略図

協和地域小種地区～太田地域国見地区～西仙北地域大沢郷地区
地震に備え「新波–大仙測線」の地下構造を調査
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本場のブラック・ゴスペルを体験
ゴスペル講習会・ミニライブ

　アメリカで活躍中のゴスペルシ

ンガー、レイ・シドニーさんを講師

に迎え、ゴスペル講習会とミニラ

イブを行います。

◆日時／11月24日（木）午後７時～

◆会場／大曲教会（大曲栄町）

◆定員／先着50人

◆参加費／2,000円

【問い合わせ・申し込み】

 因幡さん ☎070-5475-4216

木材で人の顔などを立体で表現
小林鴻一浮彫展

◆期間／11月15日（火）から

20日（日）まで

◆時間／午前９時～午後４時

◆会場／産業展示館（月曜休館）

◆入場料／無料

【問い合わせ】

 女性センター ☎0187-62-1713

竹村天祐書作展
「おーるあきた ぷろぐらむ」

◆期間／11月４日（金）まで

◆時間／午前９時～午後６時

◆会場／株式会社とみや大仙店

◆入場料／無料

【問い合わせ】

 大曲高校 竹村さん 

 ☎0187-63-4004

あそぼう！話そう！
みんなの子育て応援し隊

　秋田市で子育てサロンを運営す

る若松亜紀さんが「子育てがちょ

っと、もっと！楽しくなるヒント」

と題したトークショーを行うほか、

「人形劇団クスクス」による人形劇、

バルーンアートなど親子で楽しめ

るイベントが盛りだくさんです。

　子育てに関心がある方はぜひお

越しください。

◆日時／11月12日（土）

午前10時～午後３時

◆会場／中仙農村環境改善センター

◆入場料／無料

【問い合わせ】

 仙北地域振興局企画福祉課

 ☎0187-63-3403

秋田県特別支援学校文化祭
スマイル・ステージ 2011
　「ハートいっぱい スマイルいっ

ぱい」をテーマに、県南の特別支援

学校３校の児童生徒が劇や太鼓演

奏を、大仙市内の高校３校が吹奏

楽演奏を披露します。

◆日時／11月18日（金）

午後０時30分～２時45分（正午開場）

◆会場／大曲市民会館・大ホール

【問い合わせ】

 大曲養護学校 ☎0187-68-4123

働く人の暮らしを守る最低賃金
秋田県最低賃金は時給額 647 円

　秋田県最低賃金が「時給額647円」

に改正されました。合意の上でも

最低賃金以上の賃金を支払わない

ことは法律違反です。

【問い合わせ】

 秋田労働局労働基準部賃金室

 ☎018-883-4266

支え合うまちづくりを目指して
第６回大仙市ボランティアまつり

　講演会や歌と踊りのステージ、

ボランティアソングの披露などを

行います。ボランティアに関心が

ある方はぜひお越しください。

◆日時／11月８日（火）午後１時～４時

◆会場／中仙農村環境改善センター

◆入場料／無料

【問い合わせ】

 大仙市社会福祉協議会本所

 ☎0187-63-0277

税を考える週間
小学生の税に関する習字展

　子どもたちに税の意義や役割

を考えてもらおうと、大仙市・仙北

市・美郷町の小学生を対象に募集

した「税に関する習字」のうち、優

秀作品を展示します。

◆期間／11月14日（月）から

23日（水）まで

◆時間／午前10時～午後10時

◆会場／イオン大曲ショッピング

センター２階「登美屋」前催事場

【問い合わせ】

 税務課 ☎0187-63-1111 内線118

あきた産学官連携フォーラム2011
北東北地域資源フォーラムIN 秋田

　県内の企業、大学、研究機関などが

一堂に会し、技術展示や情報交換を

行うフォーラムです。地域力結集をテ

ーマにしたパネルディスカッションや

次世代自動車の展示などを行います。

◆日時／11月17日（木）

午後１時～５時

◆会場／秋田市民交流プラザA
アルヴェ

LVE
◆入場料／無料

【問い合わせ】

 県学術振興課 ☎018-860-1262

雇用したら必ず加入を
労働保険適用促進強化期間

　労働保険への加入は労働者を雇

う事業主の義務です。未加入の場

合は、最寄りの労働基準監督署か

ハローワークにご相談ください。

【問い合わせ】

 秋田労働局労働保険徴収室

 ☎018-883-4267

若者の就職を応援
サポートステーションあきた

　技術向上を図るさまざまなプロ

グラムを通じて、県内での就職を

希望する若者を支援しています。

　支援は無料です。就職に関する

悩みや不安を感じている方はご相

談ください。

◆対象／県内の就職を希望する15

歳から39歳までの方

◆営業時間／午前９時～午後４時

（土・日、祝日を除く）

【問い合わせ】

 サポートステーションあきた

 （秋田テルサ３階フレッシュワークAKITA内）

 フリーダイヤル ☎0120-001-683
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フラダンスサークル
「プア・アカアカ」会員募集

　フラダンスサークルの会員を募

集しています。初心者の方も歓迎

します。

◆日時／毎月第２・第４水曜日の

午後１時～３時

◆会場／サンクエスト大曲

◆参加費／月額2,300円

【問い合わせ・申し込み】

 室谷さん ☎090-4048-4238

初心者からやさしく学べる
オカリナ練習会会員募集

　オカリナ練習会の会員を募集し

ています。見学希望の方は事前に

ご連絡ください。

◆対象／オカリナ初心者の方

◆日時／月３回土曜日の

午後２時30分～

◆会場／サンクエスト大曲

【問い合わせ】

 日高見さん ☎090-4918-4674

ペアーレ大仙
料理教室受講生募集

①【季節のお菓子】

　身近な食材と道具で、芋ようか

んと芋きんつばを作ります。

　講座２日目は、練切やきんとん

を使ってクリスマスにぴったりの

生菓子に挑戦。

日時／11月16日（水）、12月7日（水）

午後６時～８時※２回コース

受講料／2,400円（別途、材料費１回500円）

講師／藤田俊幸さん

（「お菓子の家ふじた」店主）

②【お米でパン！】

　米粉独特のしっとり・もちもち

した生地でフレンチトーストやミ

ックスピザなどを作ります。

　デザートは、マロンケーキやク

レープに挑戦。

日時／11月24日（木）、12月15日（木）

午前10時～正午※２回コース

受講料／2,400円（別途、材料費１回600円）

講師／中島星子さん

（「米香房お米でパン」パティシエ）

◆定員／各先着16人

◆申し込み方法／ペアーレ大仙窓

口で申し込み

◆申込期限／①11月13日（日）②11

月21日（月）

【問い合わせ】

 ペアーレ大仙 ☎0187-63-8600

中国伝統の健康法
健身気功会参加者募集

　中国伝統の健康法で心身ともに

リラックスしませんか。

◆日時／11月13日（日）・27日（日）

午後２時～４時

◆会場／はぴねす大仙

◆受講料／無料

◆講師／田代孝子さん

【問い合わせ・申し込み】

 はぴねす大仙 ☎0187-88-8722

大曲保育会
保育士・幼稚園教諭募集

　勤務条件などの詳細は問い合わ

せください。　

　選考方法等は申し込みの後、個

別に連絡します。

◆募集職種・人員／保育士、幼稚園

教諭・若干名

◆対象／保育士資格と幼稚園教諭

免許の両方を取得している方、ま

たは採用までに取得見込みの方

◆雇用開始／平成24年４月

◆勤務場所／大曲地域の保育園・

幼稚園

◆申し込み方法／写真を張った履

歴書を提出（郵送可）

◆申込期限／11月30日（水）※必着

【問い合わせ・申し込み】

 大曲保育会事務局

 ☎0187-62-4561

 〒014-0053 大曲花園町4-88

県立農業科学館
平成 24 年度企画展示公募説明会

　平成24年度に農業科学館で企画

展を開催希望の方を対象にした公

募説明会です。

　詳細は問い合わせください。

◆日時／11月６日（日）午前10時

◆会場／県立農業科学館・多目的

ホール

◆持参するもの／筆記用具等

【問い合わせ・申し込み】

 県立農業科学館

 ☎0187-68-2300

秋田地域高校生就職面接会
参加事業所を募集

　来春の高卒予定者と県内事業所

を対象にした就職面接会を行います。

　参加希望の事業所は、県ホームペ

ージ（www.pref.akita.lg.jp）から申し込

み用紙をダウンロードし、必要事項

を記入の上、申し込みください。

◆日時／11月30日（水）

午後１時～４時

（受け付け午後０時30分～）

◆会場／秋田ビューホテル

（秋田市中通2-6-1）

◆入場料／無料

◆申込期限／11月22日（火）

【問い合わせ・申し込み】

 県雇用労働政策課

 ☎018-860-2336

赤ちゃんヨガ・ベビーマッサージ
体験会参加者募集

　親子で触れ合いながらリラック

スできる「赤ちゃんヨガ」を体験し

ませんか。

　赤ちゃんの体にやさしいマッサ

ージの仕方も解説します。

◆対象／３カ月～１歳程度の乳児

とその保護者

◆日時／11月９日（水）

午前10時～11時

◆会場／サンクエスト大曲

◆定員／先着10組

◆参加費／500円

◆申込期限／11月８日（火）

【問い合わせ・申し込み】

 黒丸さん ☎0187-62-8787
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サケの採卵（写真上）から稚魚の放流
（写真下）まで一度に学べる講座です。

大曲技術専門校の
スキルアップセミナー

◆対象／会社等に勤務している方

①【AutoCAD入門（２Ｄ機械製図編）】

期日／12月６日（火）・７日（水）

②【イチから学ぶPhotoshop講習】

期日／12月８日（木）・９日（金）

③【ワードビジネス活用】

期日／12月12日（月）・13日（火）

④【Excel&VBAによる

建築工事用請求書・見積書作成】

期日／12月15日（木）・16日（金）

◆時間／午前９時～午後５時

◆会場／大曲技術専門校

◆定員／①先着20人

②～④各先着10人

◆受講料／無料（別途、テキスト代）

【問い合わせ・申し込み】

 大曲技術専門校民間訓練支援室

 ☎0187-62-6321

リーガルサポートあきた
成年後見市民公開講座

　成年後見制度の概要や認知症の

方の介護をテーマにした講演のほ

か、無料相談会を行います。参加希

望の方は直接お越しください。

◆日時／11月12日（土）

午後１時～５時

◆会場／大曲交流センター

◆定員／先着50人

◆入場料／無料

【問い合わせ】

 リーガルサポートあきた

 小玉さん ☎018-846-7173

成年後見の仕組みや役割を解説
成年後見制度市民講座

◆日時／11月18日（金）

午後２時～３時30分

◆会場／秋田地方法務局大曲支局

（大曲住吉町）

◆定員／先着20人

【問い合わせ・申し込み】

 秋田地方法務局大曲支局

 ☎0187-63-2100

地域の絆を深めよう
「ふれあいの居場所」勉強会

　「ふれあいの居場所」づくりを始

めたい方や関心がある方を対象に

した勉強会です。

　NPO法人ふれあい天童の加藤由

紀子さんが「の～んびり茶の間」と

題して講演するほか、事例紹介な

どを行います。

◆日時／11月12日（土）

午前10時～午後３時30分

◆会場／大曲交流センター

◆定員／先着100人

【問い合わせ・申し込み】

 各支所市民サービス課

 社会福祉課 ☎0187-63-1111 内線174

サケの採卵から、ふ化、稚魚の放流までを体験

いのちのつながり講座

1

2

3

期日／１月14日（土）

【ペットボトルの中で卵から稚魚に

育ててみよう（サケの育て方説明）】

時間／午前10時30分～11時

会場／ペアーレ大仙

【講演「いのちについて」】

講師／小松守さん（大森山動物園園長）

時間／午後１時30分～３時

会場／大曲小学校

期日／３月17日（土）

【児童の研究発表会「サケを育てて」】

時間／午前９時30分～10時45分

会場／ペアーレ大仙

【サケの稚魚放流】

時間／午前11時15分～正午

会場／玉川河川敷

　サケの捕獲・採卵から人口受精

の現場見学、稚魚の放流までの体

験を通じて、命の循環の神秘に触

れてみませんか。

◆対象／小学３～６年生で全３

回の講座に参加できる方

※小学３年生は保護者の付き添いが必要

◆定員／先着30人

◆受講料／2,500円

【問い合わせ・申し込み】 

 ペアーレ大仙 ☎0187-63-8600

期日／11月12日（土）

【講演「サケという魚について」】

時間／午前９時30分～10時30分

会場／ペアーレ大仙

講師／杉山秀樹さん

（秋田県立大学客員教授）

【遡上サケの捕獲と採卵・受精の見学】

時間／午前11時～午後０時30分

会場／玉川河川敷・市営水産ふ化場

※バスで移動します。

大曲農業高校家庭部
親子料理体験教室

　大農葉菜美ピザとポパイプリンを

作ります。親子でぜひ参加ください。

◆対象／小学１～３年生とその保

護者

◆日時／11月20日（日）午前10時～正午
（受け付け午前９時30分～）

◆会場／大曲農業高校

◆定員／先着10組

◆参加費／無料

◆申込期限／11月15日（火）

【問い合わせ・申し込み】

 大曲農業高校 ☎0187-63-2257

訂正とおわび
だいせん日和 10 月号お知らせ版の９ページ「11 月の献血日程」に
15 日（火）は「全血」とありますが、正しくは「成分」でした。訂正しておわびします。
また、11 月 28 日（月）に行う献血の会場と時間が変更になりました。

【変更前】（株）佐藤忠蔵商店・午後０時 20 分〜１時 10 分
【変更後】仙北平野土地改良区・午前 11 時 20 分〜午後０時 10 分
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野球に える親父たちの甲子園
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第
33
回
全
県
５
０
０
歳
野
球
大
会
が
９
月
17

日
、神
岡
野
球
場
で
開
幕
。全
県
か
ら
過
去
最

多
の
１
７
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
市
内
18
会
場
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。雨
に
悩
ま
さ
れ
た
今

大
会
は
、19
日
ま
で
に
３
回
戦
を
終
え
長
期
順
延
。10

月
４
日
に
４
回
戦
、５
日
に
５
回
戦
と
準
々
決
勝
、最

終
日
の
６
日
に
準
決
勝
と
決
勝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

少
年
野
球
発
祥
の
地
「
神
岡
」
で
始
ま
っ
た

５
０
０
歳
野
球
大
会
。「
出
場
選
手
は
50
歳
以
上
」

「
出
場
９
選
手
の
合
計
年
齢
が
５
０
０
歳
以
上
」「
選

手
の
交
代
は
何
回
で
も
可
能
」
な
ど
独
自
の
ル
ー
ル

を
設
定
。野
球
を
愛
す
る
往
年
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち

の
間
に
「
生
涯
現
役
で
楽
し
め
る
大
会
」
と
し
て
広

ま
り
、
年
々
参
加
チ
ー
ム
が
増
加
す
る
大
き
な
大
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
27
チ
ー
ム
が
出
場
。地
元
、
神
岡
大

浦
ク
ラ
ブ
が
ベ
ス
ト
８
ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
ほ
か
、

８
チ
ー
ム
が
ベ
ス
ト
32
に
進
む
な
ど
、
開
催
地
の
チ

ー
ム
と
し
て
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
仙
ク
ラ
ブ
の
小
松
満
投
手
が
、
３
回
戦

の
峰
浜
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
八
峰
町
）と
の
試
合

で
、
大
会
史
上
23
人
目
と
な
る
完
全
試
合
を
達
成
。

大
き
な
記
録
を
刻
み
ま
し
た
。

　

決
勝
に
進
ん
だ
の
は
、
第
31
回
大
会
で
優
勝
し
た

鷹
巣
野
球
ク
ラ
ブ（
北
秋
田
市
）と
高
清
水
野
球
ク
ラ

ブ（
秋
田
市
）。第
31
回
大
会
の
準
決
勝
と
同
じ
顔
合
わ

せ
と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
、初
回
、高
清
水
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
で
３

点
を
先
取
し
、４
回
に
も
１
点
を
追
加
。相
手
打
線
を

完
璧
に
抑
え
４
対
０
で
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。高
清
水
が

31
回
大
会
の
雪
辱
を
果
た
す
と
と
も
に
、
チ
ー
ム
創

立
30
周
年
、
本
大
会
出
場
20
回
目
と
な
る
節
目
の
年

に
見
事
、初
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
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11月1日 火 〜18日 金
大仙市の行事予定

外 … 休日外科当番医
午前10時～午後４時

歯 … 休日歯科当番医
午前９時～正午

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始
☎0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時〜午後３時

INFO.EV   NTSE
月の子育てイベント情報11

【問い合わせ・申し込み】 各地域子育て支援センター
大曲 ☎0187-62-5733 協和 ☎018-892-3426
神岡 ☎0187-72-2244 南外 ☎0187-73-1088
西仙北 ☎0187-87-7130 仙北 ☎0187-63-1143
中仙 ☎0187-56-4139 太田 ☎0187-86-9110

地域 日時 開催場所 事業名 申込期限

大曲

10日（木）
10:00～ サンクエスト みんなであそぼう ８日

（火）

17日（木）
10:00～

大曲交流
センター ３Ｂ体操 15日

（火）
24日（木）
10:00～ サンクエスト つくって

あそぼう
22日

（火）
12月

１日（木）
10:00～

サンクエスト みんなであそぼう
11月
29日

（火）

神岡 15日（火）
9:30～

すくすく
だけっこ園

好きな遊びを
じっくり楽しもう

14日
（月）

西仙北

10日（木）
10:00～ みつば

保育園

紙で遊ぼう なし

26日（土）
10:00～

生活発表会を
見よう なし

中仙 15日（火）
9:30～

なかせん
ワイワイらんど

歯科衛生士さんの
歯の衛生指導 なし

協和 ９日（水）
10:00～ 協和保育園 作ってあそぼう

（こねこね）
８日

（火）

南外

４日（金）
9:30～

南外保育園

手作りおやつ
おいしいよ！ なし

18日（金）
9:30～

ごっこ遊び
しようね！

17日
（木）

仙北

９日（水）
9:30～

仙北南
保育園

園庭で遊ぼう！ ４日
（金）

16日（水）
9:30～

芸術の秋を
楽しもう！

11日
（金）

30日（水）
9:30～

お話し会 誕生会
身体計測

25日
（金）

太田 17日（木）
10:00～

おおた
保育園 みんなで遊ぼう なし

※申し込み状況で、申込期限前に締め切ることがあります。

【問い合わせ】 まるこのひろば
子育て＝☎ 0187-63-2344 　高齢者＝☎ 0187-63-2544

※体操教室…毎週月曜日（祝日除く）
①午前10時～②午後１時30分～

「みんなで歌おう」の集い…毎月第３土曜日午後１時30分～

日時 子育て支援拠点施設 高齢者生活相談所
10 日（木）
10:30 ～

いっしょに遊ぼう
（親子で交流を）

【随時】高齢者と
子育て親子の生活相談

13 日（日）
13:30 ～

手芸教室「ロールティッシュ入れポシェット」
（手先を動かして頭の活性化を！）

19 日（土）
13:30 ～

「みんなで歌おう！」の集い
（大きな声で、みんなスッキリ）

28 日（月）
10:30 ～

誕生会
（11 月生まれの子）

【随時】高齢者と
子育て親子の生活相談

11月 「まるこのひろば」 イベント案内
　大花都市再生住宅１階の子育て支援拠点施設と高齢
者生活相談所で各種イベントを行います。

18 金

秋の火災予防週間（〜 12 日） ▶ P.13
大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時 30 分〜正午、午後１時〜４時 30 分
■【家庭系ごみ】65 円／ 10㎏ 【事業系ごみ】110 円／ 10㎏
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  嶋村歯科クリニック（大曲）☎ 0187-62-0410
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

6 日

水9

14 月

4 金

月7

2 水

サンリオファミリークラシック「リボンの国の音楽会」
■午後２時開演（午後１時 30 分開場）■協和市民センター（和ピア） 
■全席指定【中学生以上】2,000 円【小学生以下】1,500 円
 【親子ペア】3,000 円
障がい福祉休日相談会
■午前９時 50 分受け付け開始■西仙北高齢者福祉センター ▶P.12
東北将棋大会・市長杯争奪戦
■午前８時〜■西仙北ぬくもり温泉ユメリア ▶ P.15
外 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  田口歯科クリニック（仙北市）☎ 0187-53-2212
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

日13

子育てママの就職相談（要申し込み）
■午後１時〜４時■女性センター ▶ P.1210 木

17 木

ようこそ先輩スペシャル
■午後１時受け付け開始■大曲中学校 ▶ P.15火15

火8

木3
文化の日

旧池田氏庭園秋季特別公開（〜 13 日）
■午前９時～午後３時 30 分（最終入場）■公開整備協力金 200 円
第５回全日本残月花火選手権大会（申込者のみ）
■午前 10 時 30 分受け付け開始■神岡地域北楢岡地区の田んぼ
民謡「うたとおどりの花舞台」
■正午開演（午前 11 時 30 分開場）■大曲市民会館・大ホール 
■チケット全席自由1,500 円
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131

11／1 火 光ファイバ通信網開通イベント
■午後１時 30 分〜■大曲エンパイヤホテル

5 土 観光カヌー体験ツアー（要申し込み）
■午前８時 50 分〜■神岡庁舎駐車場集合

金11
法隆寺金堂壁画模写特別展覧会
・遮光器土偶特別展示会（〜 13 日）
■午前９時〜午後４時■太田文化プラザ ▶ P.11

12 土
いのちのつながり講座（要申し込み）
■午前９時 30 分〜■ペアーレ大仙 ▶ P.31

「ふれあいの居場所」勉強会（要申し込み）
■午前 10 時〜■大曲交流センター ▶ P.31

16 水 神岡地域行政相談■午前 10 時〜■神岡福祉センター
中仙地域行政相談■午後１時 30 分〜■中仙農村環境改善センター
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人　口 89,917人     （-  48）

　男 42,324人     （-  12）

　女 47,593人 （- 36）

世帯数 30,907世帯    （ 11）

出　生  40 人
死　亡  103 人
転　入  149 人
転　出  134 人

9/30現在※（ ) 内は前月比

人口増減内訳

イメージキャラクター

一般の部 最優秀賞
「いのちの妖精・ハートちゃん」
千葉綾さん（中仙地域長野） 

フォト

中学生・高校生の部 優秀賞
「おじいちゃん、

花火きれいね」
鈴木花帆さん

（大曲高校２年） 

中学生・高校生の部 入賞
「おじいちゃんと買物」
草薙彩夏さん

（大曲高校１年） 

中学生・高校生の部 入賞
「幼な友達」
梅津惇志さん（大曲高校３年）

中学生・高校生の部 入賞
「約束のお花見」
畠山竜一さん（大曲高校１年）

中学生・高校生の部 優秀賞
「共に」
太田瑞希さん（大曲高校２年）

中学生・高校生の部 最優秀賞
「大好きなおばあちゃん」
齊藤優理さん（大曲高校３年）

「いのちを大切に」
一人一人が身近な人を気遣い、支え合える地域を目指して  ―

フォト・イメージキャラクター

コンテスト入賞作品紹介

▼
秋
の
稔
り
フ
ェ
ア
の
会
場
の
一
角
に「
元
気
で
す

み
や
こ
」
の
の
ぼ
り
が
は
た
め
く
。岩
手
県
宮
古
市

と
同
市
観
光
協
会
の
方
々
に
よ
る
サ
ン
マ
の
振
る

舞
い
は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。「
支
援
し
て
く

れ
た
大
仙
市
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
水
揚

げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
サ
ン
マ
を
持
っ
て
き
ま
し
た
」

と
話
す
宮
古
の
方
々
。秋
の
味
覚
を
楽
し
み
な
が
ら

収
穫
を
祝
い
合
う
、
そ
の
晴
れ
や
か
な
表
情
を
収

め
よ
う
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
▼
被
災
さ
れ
た

方
々
を
招
待
す
る
市
の
「
秋
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
招
待

事
業
」で
は
、招
待
記
念
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。

被
災
地
の
い
ち
早
い
復
興
を
願
う
フ
ィ
ナ
ー
レ
花

火
の
後
、
た
く
さ
ん
の
方
が「
最
高
で
し
た
」と
笑
顔

を
見
せ
て
く
れ
た
。「
喜
ん
で
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」

と
安
心
し
た
後
、「
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と

い
う
感
謝
の
思
い
が
あ
ふ
れ
て
き
た
▼
こ
の
秋
の

新
し
い
出
会
い
と
感
謝
の
気
持
ち
。大
仙
に
来
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。今
度
は
こ
ち
ら
か
ら
、
こ
の「
あ

り
が
と
う
」を
伝
え
に
行
き
た
い
。

（
い
）


